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登
場
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３
４
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２
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ガ
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の
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性
従
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護
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検
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の
店
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刑
務
官 
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あ
ら
す
じ 

高
田
信
司
は
、
１
２
年
前
の
地
震
に
よ
る
津
波
で

妊
娠
中
の
妻
を
亡
く
し
て
以
来
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
で
各
地
を
転
々
と
し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
る
。

誰
に
も
心
を
開
か
ず
、
孤
独
に
暮
ら
し
て
い
る
。 

 

あ
る
日
、
職
場
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
、
耳
が

聞
こ
え
な
い
伊
藤
美
緒
と
出
会
う
。
亡
く
な
っ
た
妻

も
聴
覚
障
が
い
者
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
高
田
と
美
緒

は
距
離
が
近
づ
い
て
行
く
。 

美
緒
は
夫
か
らDV

を
受
け
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。 

美
緒
を
心
配
す
る
高
田
だ
が
、
亡
く
な
っ
た
妻
へ

の
罪
悪
感
か
ら
踏
み
込
め
な
い
で
い
た
。 

そ
ん
な
あ
る
日
、
夫
の
暴
力
か
ら
逃
れ
て
来
た
美

緒
を
高
田
は
助
け
る
。
美
緒
は
怪
我
を
し
て
、
ひ
ど

く
怯
え
て
い
た
。
美
緒
は
実
家
に
連
れ
て
行
っ
て
欲

し
い
と
言
う
が
、
そ
こ
は
海
に
近
い
函
館
の
街
だ
っ

た
。
妻
を
失
っ
て
以
来
、
海
に
近
づ
い
て
い
な
い
高

田
は
迷
う
が
、
美
緒
の
為
に
行
く
こ
と
を
決
意
す
る
。 

 

高
田
は
美
緒
に
、
震
災
で
妻
子
を
失
っ
た
こ
と
を

話
す
。
美
緒
は
夫
の
子
供
を
妊
娠
し
て
い
た
。
高
田
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は
、
美
緒
を
守
る
決
意
を
す
る
。 

し
か
し
、
美
緒
か
ら
、
夫
か
ら
暴
力
を
振
る
わ
れ

そ
う
に
な
っ
た
時
に
、
と
っ
さ
に
包
丁
で
刺
し
て
し

ま
っ
た
と
告
白
さ
れ
る
。 

高
田
は
、
何
が
何
で
も
美
緒
を
助
け
た
い
と
考
え

る
。
高
田
は
警
察
の
追
手
か
ら
逃
れ
な
が
ら
、
美
緒

の
実
家
を
目
指
す
。
実
家
に
着
く
と
、
美
緒
の
母
親

は
亡
く
な
っ
て
い
た
。
美
緒
の
夫
は
、
そ
の
こ
と
す

ら
美
緒
に
伝
え
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。 

絶
望
し
た
美
緒
は
、
海
に
身
を
投
げ
て
死
の
う
と

す
る
。
高
田
は
妻
を
津
波
か
ら
助
け
ら
れ
な
か
っ
た

無
念
を
思
い
出
し
、
必
死
で
美
緒
を
救
出
す
る
。 

高
田
と
美
緒
は
一
命
を
取
り
留
め
る
。
美
緒
は
捕

ま
り
、
高
田
も
犯
人
隠
匿
罪
に
問
わ
れ
る
。 

高
田
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
生
活
に
戻
る
。
再

び
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
喪
失
感
に
、
高
田
は
打

ち
の
め
さ
れ
る
。
高
田
は
、
妻
の
代
わ
り
で
は
な
く
、

美
緒
自
身
を
愛
し
て
い
る
の
だ
と
気
が
付
く
。 

高
田
は
亡
く
な
っ
た
妻
に
別
れ
を
告
げ
、
美
緒
と

生
き
て
い
く
決
意
を
す
る
。
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○

（
イ
メ
ー
ジ
）
海 

砂
浜
（
朝
） 

無
数
の
木
の
破
片
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
瓦

礫
に
乗
り
上
げ
、
座
礁
し
て
い
る
船
。 

高
田
信
司

(

２
２

)

、
歩
い
て
い
る
。
高
田

夏
美
（
２
１
）
が
瓦
礫
の
中
に
立
っ
て
い
る
。 

高
田
「
夏
美
？
」 

高
田
、
瓦
礫
を
押
し
の
け
て
歩
き
出
す
。
夏

美
が
振
り
返
る
。
夏
美
、
お
腹
が
大
き
い
。 

高
田
「
夏
美
！ 

今
ま
で
、
ど
こ
に
い
た
ん
だ
よ
！
」 

高
田
、
「
生
き
て
た
の
か
？ 

今
ま
で
ど
こ

に
い
た
ん
だ
？
」
と
手
話
す
る
。 

夏
美
の
姿
が
消
え
る
。 

 

○

札
幌 

道
の
駅

 

駐
車
場
（
朝
） 

大
き
な
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
車
内
。
小
さ

な
ベ
ッ
ド
に
、
高
田
（
３
４
）
が
寝
て
い
る
。

高
田
、
汗
だ
く
で
起
き
る
。
高
田
、
ベ
ッ
ド

脇
に
つ
い
て
い
る
小
さ
な
窓
を
開
け
る
。
朝

日
が
差
し
込
む
。 
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○

同 

駐
車
場 

全
景
（
朝
） 

「
北
欧
の
風

 

道
の
駅
と
う
べ
つ
」
と
書
か

れ
た
看
板
。
広
い
駐
車
場
に
、
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
や
ワ
ゴ
ン
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

 

○

同 

車
内
（
朝
） 

高
田
、
洗
面
所
で
顔
を
洗
っ
て
い
る
。
洗
面

所
脇
の
棚
に
は
、
夏
美
の
写
真
。 

 

○

同 

給
水
所
（
朝
） 

高
田
、
ポ
リ
タ
ン
ク
に
水
を
汲
ん
で
い
る
。 

大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
男
性
が
近
づ

い
て
来
る
。 

男
性
「
す
み
ま
せ
ん
、
こ
ち
ら
の
方
で
す
か
？
」 

高
田
「…

…

」 

男
性
「
僕
、
東
京
か
ら
で
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
し
て
北 

海
道
を
回
っ
て
る
ん
で
す
。
も
し
良
け
れ
ば
、
乗

せ
て
行
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
」 

高
田
「
悪
い
け
ど
、
人
は
乗
せ
な
い
ん
だ
」 

高
田
、
ポ
リ
タ
ン
ク
を
持
っ
て
車
に
戻
る
。 
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○

道
（
朝
） 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
走
っ
て
い
る
。 

 
○

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

全
景
（
朝
） 

広
い
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
。
ぽ
つ
ぽ
つ
と
給

油
し
て
い
る
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

 

○

同 

出
入
口
（
朝
） 

高
田
の
運
転
す
る
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
入

っ
て
来
る
。
宮
地
達
郎
（
５
４

）
、

車
の
整

備
を
し
て
い
る
。 

 

〇
同 

駐
車
場
（
朝
） 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。
建

物
の
中
か
ら
、
宮
地
美
子
（
５
３
）
が
出
て

来
る
。
美
子
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
窓
を

ノ
ッ
ク
す
る
。
高
田
、
窓
を
開
け
る
。 

美
子
「
信
ち
ゃ
ん
、
お
は
よ
！
」 

高
田
、
頭
を
下
げ
る
。 

美
子
「
朝
ご
は
ん
ま
だ
で
し
ょ
？ 

仕
事
始
め
る
前 
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に
食
べ
ち
ゃ
っ
て
」 

美
子
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
の
包
み
を
渡
す
。 

高
田
「
い
つ
も
す
み
ま
せ
ん
」 

美
子
「
ゆ
っ
く
り
で
い
い
か
ら
ね
。
あ
の
ね
、
う
ち 

の
人
が
、
お
昼
休
み
話
が
あ
る
っ
て
」 

高
田
「
話
？
」 

高
田
、
宮
地
の
方
を
見
る
。
宮
地
、
軽
く
手

を
挙
げ
る
。
高
田
、
会
釈
を
す
る
。 

美
子
「
た
ま
に
は
ご
飯
、
付
き
合
っ
て
や
っ
て
よ
」 

美
子
、
立
ち
去
る
。
高
田
、
包
み
を
開
け
る
。

大
き
な
お
に
ぎ
り
が
２
つ
入
っ
て
い
る
。 

 

○

同 

フ
ィ
ー
ル
ド 

高
田
、
車
を
洗
車
し
て
い
る
。
車
が
入
っ
て

来
る
。
高
田
、
水
を
止
め
て
誘
導
す
る
。 

高
田
「
オ
ー
ラ
イ
！ 

オ
ー
ラ
イ
！
」 

 
 

 

男
性
客
が
窓
を
開
け
る
。 

男
性
客
「
ハ
イ
オ
ク
満
タ
ン
。
あ
と
こ
れ
」 

 
 

 

男
性
客
が
ゴ
ミ
の
入
っ
た
汚
い
袋
を
高
田
に

押
し
付
け
る
。
ゴ
ミ
が
こ
ぼ
れ
る
。 
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高
田
「…

…

」 

男
性
客
「
何
？
」 

高
田
「
い
え
」 

 
 

 

高
田
、
黙
っ
て
ご
み
を
処
理
す
る
。 

 

○

ラ
ー
メ
ン
屋
「
龍
翔
」 

全
景 

「
ラ
ー
メ
ン 

龍
翔
」
と
書
か
れ
た
看
板
の

あ
る
、
古
い
店
。 

 

○

同 

店
内 

カ
ウ
ン
タ
ー
席 

カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
の
小
さ
な
店
。
高
田
と
宮

地
、
座
っ
て
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い
る
。 

宮
地
「
最
近
、
ど
う
だ
」 

高
田
「
ど
う
っ
て
」 

宮
地
「
こ
っ
ち
の
生
活
、
慣
れ
た
か
」 

高
田
「…
…

ど
こ
に
い
て
も
一
緒
で
す
か
ら
」 

宮
地
「
風
呂
と
か
飯
と
か
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
ん
の
か
」 

高
田
、
黙
っ
て
ラ
ー
メ
ン
を
す
す
る
。 

高
田
「
子
供
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
ら
」 

宮
地
「
ふ
ん
。
俺
ぁ
、
車
な
ん
か
で
暮
ら
す
奴
の
気 
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が
知
れ
ね
え
な
」 

 
 

 

高
田
、
ラ
ー
メ
ン
を
す
す
る
。 

宮
地
「
落
ち
着
く
つ
も
り
は
ね
え
の
か
？
」 

高
田
「
落
ち
着
く
？
」 

宮
地
「
ち
ゃ
ん
と
し
た
ア
パ
ー
ト
借
り
て
さ
」 

宮
地
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
紙
を
取
り
出
し
て
テ

ー
ブ
ル
に
置
く
。
ア
パ
ー
ト
の
間
取
り
図
。 

宮
地
「
知
り
合
い
の
ア
パ
ー
ト
だ
。
安
く
し
て
く
れ 

る
っ
て
さ
」 

高
田
「…

…

」 

宮
地
「
も
う
１
２
年
だ
。
い
つ
ま
で
も
お
前
が
そ
ん 

な
ん
じ
ゃ
、
嫁
さ
ん
も
心
配
す
る
ぞ
」 

高
田
「…

…

」 

宮
地
「
お
前
は
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
る
し
、
こ
れ
か 

も
長
く
働
い
て
欲
し
い
と
思
っ
て
る
ん
だ
。
俺
は

な…
…

」 

高
田
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

宮
地
、
何
か
言
お
う
と
口
を
開
け
る
。 

高
田
「
ほ
ん
と
で
す
。
俺
も
い
い
加
減
、
前
に
進
ま 

な
き
ゃ
っ
て
思
っ
て
る
ん
で
す
」 
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高
田
、
間
取
り
図
を
き
ち
ん
と
折
り
た
た
ん

で
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
。 

 
○

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

フ
ィ
ー
ル
ド 

高
田
と
宮
地
、
歩
い
て
来
る
。
美
子
が
建
物

か
ら
出
て
来
る
。 

美
子
「
お
か
え
り
な
さ
い
！ 

何
食
べ
て
来
た
の
？
」 

宮
地
、
黙
っ
て
立
ち
去
る
。 

美
子
「
信
ち
ゃ
ん
、
あ
の
人
、
ち
ゃ
ん
と
話
し
て
く 

れ
た
？
」 

高
田
「
は
い
」 

美
子
「
返
事
、
急
が
な
い
か
ら
ね
。
私
達
、
あ
な
た 

の
こ
と
息
子
み
た
い
に
思
っ
て
る
ん
だ
か
ら
。

ね
？
」 

 
 

高
田
、
黙
っ
て
会
釈
を
す
る
。 

赤
い
軽
自
動
車
が
入
っ
て
来
る
。
男
性
従
業

員
が
車
に
駆
け
寄
る
。 

男
性
従
業
員
「
オ
ー
ラ
イ
、
オ
ー
ラ
イ
！
」 

高
田
、
車
に
貼
ら
れ
た
聴
覚
障
害
者
標
識
に

気
が
付
く
。 
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伊
藤
美
緒

(

２
９

)

が
運
転
席
に
座
っ
て
い

る
。
美
緒
、
車
の
窓
を
開
け
る
。 

美
緒
、
メ
モ
用
紙
を
取
り
出
す
。
そ
こ
に

「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
満
タ
ン
で
お
願
い
し
ま
す
」

と
書
か
れ
て
い
る
。 

男
性
従
業
員
「
え
？ 

何
す
か
？
」 

美
緒
、
自
分
の
耳
を
指
差
し
、
手
を
合
わ
せ

て
頭
を
下
げ
る
。 

男
性
従
業
員
「
あ
、
な
る
ほ
ど
」 

男
性
従
業
員
、
給
油
作
業
を
す
る
。 

高
田
、
美
緒
の
車
を
見
て
い
る
。
美
緒
、
料

金
を
払
っ
て
出
発
の
準
備
を
し
て
い
る
。 

高
田
、
車
に
駆
け
寄
る
。 

美
緒
「
？
」 

高
田
、
タ
イ
ヤ
を
見
つ
め
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
タ
イ
ヤ
、
パ
ン
ク
し
て
る
か
も
し 

れ
な
い
」 

美
緒
「
！
（
手
話
）
手
話
、
出
来
る
ん
で
す
か
？
」 

高
田

「
（

頷
く
）
（
手
話
）
道
具
取
っ
て
来
る
か
ら 

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
下
さ
い
」 
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高
田
、
建
物
の
方
へ
走
る
。
美
緒
、
慌
て
て

窓
を
コ
ツ
コ
ツ
と
叩
く
。 

美
緒

「
（

手
話
）
待
っ
て
！ 

時
間
が
無
い
ん
で
す
」 

高
田

「
（

手
話
）
で
も
、
こ
の
ま
ま
だ
と
危
な
い
で 

す
よ
」 

美
緒

「
（

手
話
）
家
、
す
ぐ
近
く
だ
か
ら
」 

高
田

「
（

手
話
）
事
故
起
こ
し
て
も
い
い
の
か
」 

 
 

 

美
緒
、
困
っ
た
よ
う
に
俯
く
。
美
緒
の
腕
に

あ
ざ
が
出
来
て
い
る
。
高
田
の
視
線
に
気
が

付
き
、
美
緒
は
痣
を
隠
す
。 

ハ
ン
ド
ル
の
横
に
取
り
付
け
ら
れ
た
ス
マ
ホ

が
光
り
な
が
ら
震
え
る
。
美
緒
、
慌
て
て
ス

マ
ホ
の
画
面
を
見
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
す
み
ま
せ
ん
、
本
当
に
急
い
で
る 

ん
で
す
」 

美
緒
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
手
を
合
わ
せ
る
。 

美
緒
、
窓
を
閉
め
よ
う
と
す
る
。 

高
田
、
窓
を
ノ
ッ
ク
す
る
。 

美
緒
、
窓
を
開
け
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
運
転
し
て
て
、
変
だ
っ
た
ら
す
ぐ 
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そ
の
場
で
止
ま
っ
て
。
メ
ー
ル
し
て
く
れ
た
ら
、

修
理
行
き
ま
す
か
ら
」 

高
田
、
名
刺
を
渡
す
。 

美
緒
、
手
話
で
「
あ
り
が
と
う

」
。 

美
緒
、
慌
て
た
様
子
で
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
。 

高
田
、
出
て
行
く
美
緒
の
車
を
見
つ
め
る
。 

 

○

道
の
駅 

駐
車
場
（
夜
） 

ぽ
つ
ぽ
つ
と
止
ま
っ
た
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

や
ワ
ゴ
ン
車
か
ら
、
明
か
り
が
漏
れ
て
い
る
。 

 

○

同 

車
内
（
夜
） 

高
田
、
ベ
ッ
ド
に
寝
転
ん
で
間
取
り
図
を
見

て
い
る
。
外
か
ら
子
供
の
声
が
聞
こ
え
る
。 

高
田
、
窓
の
外
を
見
る
。
楽
し
そ
う
に
ト
ラ

ン
プ
を
し
て
い
る
家
族
連
れ
。 

高
田
、
間
取
り
図
を
放
り
出
し
て
、
カ
ー
テ

ン
を
閉
め
て
布
団
に
潜
り
込
む
。 

 

○

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

フ
ィ
ー
ル
ド 
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土
砂
降
り
の
雨
。 

 

○

同 

建
物 

中 

高
田
、
カ
ウ
ン
タ
ー
内
で
作
業
を
し
て
い
る
。

男
性
従
業
員
、
び
し
ょ
濡
れ
で
入
っ
て
来
る
。 

男
性
従
業
員
「
す
ご
い
雨
っ
す
ね
！
」 

高
田
「
香
川
さ
ん
の
車
検
出
張
見
積
も
り
、
今
日
じ 

ゃ
な
か
っ
た
か
？
」 

男
性
従
業
員
「
あ
ー
、
や
べ
！ 

忘
れ
て
ま
し
た
」 

高
田
「
い
い
よ
、
俺
が
行
っ
て
来
る
」 

男
性
従
業
員
「
す
み
ま
せ
ん
！
」 

高
田
、
合
羽
を
羽
織
り
、
建
物
を
出
る
。 

 

○

同 

駐
車
場 

高
田
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
、
発
進
さ
せ
る
。 

 

○

田
ん
ぼ 

道 

土
砂
降
り
の
中
、
高
田
の
運
転
す
る
ト
ラ
ッ

ク
が
走
っ
て
い
る
。 
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○

同 

車
内 

高
田
、
運
転
し
て
い
る
。
赤
い
軽
自
動
車
が

路
肩
に
止
ま
っ
て
い
る
。
傘
を
差
し
た
女
性

が
、
し
ゃ
が
ん
で
タ
イ
ヤ
を
見
つ
め
て
い
る
。

高
田
、
ト
ラ
ッ
ク
を
止
め
る
。 

 

○

同 

道 高
田
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
り
る
。
傘
を
差
し

た
美
緒
が
、
途
方
に
暮
れ
て
立
っ
て
い
る
。

高
田
、
美
緒
の
肩
を
叩
く
。 

美
緒
、
驚
い
て
振
り
向
く
。 

高
田
、
「
パ
ン
ク
し
た
の
か
？
」
と
手
話
す

る
。
美
緒
、
困
っ
た
顔
で
頷
く
。 

高
田
「
事
故
に
な
ら
な
く
て
良
か
っ
た
」 

高
田
、
傘
の
中
の
美
緒
の
顔
を
見
て
驚
く
。

美
緒
、
眼
帯
を
し
て
い
る
。 

唇
の
端
が
切
れ
て
赤
く
な
っ
て
い
る
。 

高
田
、
戸
惑
い
つ
つ
、
タ
イ
ヤ
を
確
か
め
る
。

車
が
通
り
過
ぎ
る
。
水
が
美
緒
に
か
か
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
応
急
措
置
す
る
か
ら
、
車
の
中
に 
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入
っ
て
て
く
だ
さ
い
」 

高
田
、
た
め
ら
う
美
緒
の
肩
を
押
し
て
、
車

に
乗
せ
る
。 

高
田
、
タ
イ
ヤ
の
修
理
を
始
め
る
。 

 

○
同 

車
内 

美
緒
、
両
手
を
こ
す
り
合
わ
せ
て
い
る
。
窓

が
ノ
ッ
ク
さ
れ
る
。
美
緒
、
窓
を
開
け
る
。

高
田
、
「
穴
を
塞
い
で
空
気
入
れ
ま
し
た
」

と
手
話
す
る
。 

美
緒
、
「
あ
り
が
と
う
」
の
手
話
。 

高
田

「
（

手
話
）
ト
ラ
ッ
ク
の
後
ろ
ゆ
っ
く
り
つ
い 

て
来
れ
ま
す
か
？
」 

美
緒
「
？
」 

高
田

「
（

手
話
）
ス
タ
ン
ド
で
タ
イ
ヤ
交
換
し
ま
し 

ょ
う
」 

美
緒

「
（

手
話
）
主
人
に
連
絡
し
て
も
い
い
で
す 

か
？
」 高

田
、
頷
く
。 

美
緒
、
メ
ー
ル
を
打
つ
。
「
連
絡
遅
れ
て
ご
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め
ん
な
さ
い
」 

す
ぐ
返
事
が
来
る
。
「
今
、
ど
こ
？
」 

美
緒
、
返
事
を
打
つ
。 

「
家
の
近
く
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
人
が

通
り
か
か
っ
て
助
け
て
く
れ
た
。
や
っ
ぱ
り
、

パ
ン
ク
し
て
た
み
た
い
」 

返
事
が
来
る
。
「
す
ぐ
帰
っ
て
来
い
」 

美
緒
、
メ
ー
ル
を
打
つ
。 

「
新
し
い
タ
イ
ヤ
に
替
え
な
い
と
い
け
な
い

ん
だ
っ
て
」 

「
だ
め
だ
。
帰
っ
て
来
い
」 

高
田
、
頭
を
か
い
て
美
緒
の
肩
を
叩
く
。 

高
田
「
奥
さ
ん
！ 

俺
が
説
明
し
ま
す
よ
」 

美
緒
、
首
を
か
し
げ
る
。 

高
田
、
電
話
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
。 

高
田

「
（

手
話
）
旦
那
さ
ん
は
耳
、
聞
こ
え
ま
す 

か
？
」 美

緒
、
頷
く
。
高
田
、
手
を
出
す
。 

美
緒
、
た
め
ら
い
つ
つ
、
通
話
ボ
タ
ン
を
押

し
て
ス
マ
ホ
を
渡
す
。 
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伊
藤
の
声
「
何
だ
？ 

お
い
、
ど
う
し
た
？
」 

高
田
「
も
し
も
し
。
高
田
と
申
し
ま
す
」 

伊
藤
の
声
「
誰
？
」 

高
田
「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
者
で
す
。
ち
ょ
う
ど 

通
り
か
か
っ
た
ん
で
す
」 

伊
藤
の
声
「…

…

あ
ぁ
。
う
ち
の
が
す
み
ま
せ
ん
ね
」 

高
田
「
タ
イ
ヤ
、
こ
の
ま
ま
だ
と
持
た
な
い
で
す
よ
。 

ス
タ
ン
ド
で
、
新
し
い
タ
イ
ヤ
と
交
換
し
て
も
い

い
で
す
か
？
」 

伊
藤
の
声
「
す
み
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
予
定
が
あ 

り
ま
し
て
」 

高
田
の
声
「
予
定
？
」 

美
緒
、
車
の
中
か
ら
心
配
そ
う
に
高
田
を
見

つ
め
て
い
る
。 

高
田
「
そ
ん
な
に
お
時
間
か
か
り
ま
せ
ん
か
ら
」 

伊
藤
の
声
「
応
急
措
置
し
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
ね
」 

高
田
「
ま
ぁ
、
は
い
」 

伊
藤
の
声
「
今
す
ぐ
替
え
な
い
と
い
け
な
い
っ
て
訳 

じ
ゃ
な
い
ん
で
し
ょ
う
？ 

今
度
、
改
め
て
私
が

伺
い
ま
す
の
で
」 
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高
田
「
い
や
、
で
も
」 

伊
藤
の
声
「
家
ま
で
す
ぐ
で
す
か
ら
。
と
り
あ
え
ず 

妻
を
帰
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
ね
。
急
い
で
る
ん

で
す
よ
」 

高
田
、
美
緒
を
見
つ
め
る
。 

美
緒
、
寒
そ
う
に
肩
が
震
え
て
い
る
。 

高
田
「…

…

こ
ん
な
雨
の
日
に
奥
さ
ん
が
立
ち
往
生 

し
て
る
っ
て
言
う
の
に
」 

伊
藤
の
声
「
何
だ
っ
て
？
」 

高
田
「
タ
イ
ヤ
、
本
当
に
パ
ン
ク
し
た
ら
大
き
な
事 

故
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
よ
？
奥
さ
ん
の

命
よ
り
も
大
事
な
用
事
な
ん
て
あ
る
ん
で
す
か
？
」 

美
緒
、
目
を
見
開
い
て
高
田
を
見
つ
め
る
。 

 

○
伊
藤
家 

全
景 

土
砂
降
り
。
住
宅
街
。
大
き
な
一
戸
建
て
。

「
伊
藤
」
と
書
か
れ
た
表
札
。 

 

○

同 

伊
藤
の
部
屋 

パ
ソ
コ
ン
が
三
台
置
か
れ
た
部
屋
。
伊
藤
健
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介
（
３
５
）
が
椅
子
に
座
っ
て
電
話
を
し
て

い
る
。
パ
ソ
コ
ン
に
は
株
の
取
引
き
画
面
が

映
っ
て
い
る
。
伊
藤
、
苛
立
た
し
気
に
マ
ウ

ス
を
何
度
も
ク
リ
ッ
ク
す
る
。 

高
田
の
声
「
も
し
も
し
、
も
し
も
し
？
」 

伊
藤
、
ス
マ
ホ
を
壁
に
投
げ
つ
け
る
。
ス
マ

ホ
の
画
面
が
割
れ
て
床
に
落
ち
る
。 

 

○
田
ん
ぼ 

道 

土
砂
降
り
の
中
、
高
田
、
目
を
見
開
い
て
電

話
を
見
つ
め
る
。
高
田
、
車
の
中
の
美
緒
に

ス
マ
ホ
を
返
す
。 

高
田

「
（

手
話
）
電
話
、
切
れ
ま
し
た
」 

 
 

 

美
緒
、
不
安
そ
う
。 

高
田

「
（

手
話
）
家
に
帰
っ
て
来
る
よ
う
に
お
っ
し 

ゃ
っ
て
ま
し
た
。
す
み
ま
せ
ん
、
俺
、
余
計
な
事

言
っ
ち
ゃ
っ
て
」 

美
緒
、
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
手
話
。 

美
緒

「
（

手
話
）
帰
ら
な
い
と…

…

。
今
度
、
タ
イ 

ヤ
交
換
行
き
ま
す
。
今
日
の
修
理
代
も
そ
の
時
で
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大
丈
夫
で
す
か
？
」 

高
田

「
（

手
話
）
で
も
、
本
当
に
危
な
い
で
す
よ
」 

美
緒
、
頭
を
振
る
。 

高
田
、
ぽ
り
ぽ
り
と
頭
を
か
く
。 

高
田

「
（

手
話
）
お
名
前
だ
け
、
い
い
で
す
か
？
」 

美
緒
、
「
伊
藤
美
緒
で
す
」
と
手
話
。 

高
田

「
（

手
話
）
俺
の
名
前
は…

…

」 

美
緒
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
か
ら
名
刺
を
取
り

出
し
て
見
せ
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
俺
、
昼
は
大
体
ス
タ
ン
ド
に
い
ま 

す
。
な
る
べ
く
早
目
に
来
て
下
さ
い
ね
」 

美
緒
、
頷
い
て
窓
を
閉
め
る
。 

高
田
、
美
緒
の
顔
の
傷
を
見
つ
め
る
。 

美
緒
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
。 

高
田
、
窓
を
叩
く
。 

美
緒
、
首
を
か
し
げ
て
窓
を
開
け
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
家
ま
で
送
っ
て
行
っ
て
も
い
い
で 

す
か
？
」 

美
緒
「
？
」 

高
田

「
（

手
話
）
タ
イ
ヤ
、
本
当
に
危
な
い
ん
で
。 
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無
事
に
お
家
に
着
く
の
を
見
届
け
た
ら
、
す
ぐ
帰

り
ま
す
か
ら
」 

美
緒
、
迷
う
よ
う
に
目
を
泳
が
せ
る
。 

高
田
、
手
を
伸
ば
し
て
美
緒
の
車
の
エ
ン
ジ

ン
を
切
る
。 

美
緒
「
！
」 

高
田

「
（

手
話
）
そ
れ
が
出
来
な
い
な
ら
、
こ
の
ま 

ま
行
か
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」 

美
緒
「…

…

」 

高
田

「
（

手
話
）
事
故
を
起
こ
し
て
か
ら
じ
ゃ
遅
い 

ん
だ
」 美

緒
、
納
得
し
て
頷
く
。 

美
緒

「
（

手
話
）
す
み
ま
せ
ん
。
お
願
い
し
ま
す
」 

高
田

「
（

手
話
）
俺
は
後
か
ら
つ
い
て
行
き
ま
す
」 

高
田
、
後
方
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
込
む
。 

 

○
道 

土
砂
降
り
の
中
を
、
赤
い
軽
自
動
車
と
ト
ラ

ッ
ク
が
連
な
っ
て
走
っ
て
い
る
。 
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○

伊
藤
家 

前
の
道 

高
田
、
家
の
前
に
ト
ラ
ッ
ク
を
止
め
る
。
赤

い
軽
自
動
車
が
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
止
ま
っ
て

い
る
。
美
緒
、
高
田
に
向
か
っ
て
頭
を
下
げ

る
。
高
田
、
美
緒
が
家
の
中
に
入
っ
て
い
く

の
を
見
守
る
。
高
田
、
車
を
発
進
さ
せ
る
。 

 

○

同 

リ
ビ
ン
グ 

伊
藤
、
窓
の
前
に
立
っ
て
い
る
。
伊
藤
、
カ

ー
テ
ン
を
渾
身
の
力
で
握
り
締
め
て
い
る
。 

 

○

道
の
駅 

駐
車
場
（
夜
） 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

 

○

同 

駐
車
場 

車
内
（
夜
） 

高
田
、
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
。 

 

○

（
イ
メ
ー
ジ
）
海 

砂
浜 

今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
空
模
様
。 

高
田
と
夏
美
、
砂
浜
に
座
っ
て
い
る
。 
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高
田
、
険
し
い
顔
で
海
を
見
つ
め
て
い
る
。

夏
美
、
高
田
の
肩
を
叩
き
、
「
ど
う
し
た

の
？
」
と
手
話
す
る
。
高
田
、
頭
を
振
る
。 

夏
美

「
（

手
話
）
あ
の
人
の
こ
と
が
気
に
な
る
の
？
」 

高
田
、
暗
い
顔
で
俯
く
。 

高
田

「
（

手
話
）
あ
の
怪
我…

…

」 

夏
美

「
（

手
話
）
心
配
？
」 

高
田
「…

…

」 

夏
美
、
悲
し
そ
う
な
顔
で
高
田
の
胸
に
手
を

置
く
。
雨
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
降
り
出
す
。 

夏
美

「
（

手
話
）
こ
こ
に
、
私
以
外
の
人
が
入
っ
て 

来
た
の
ね
」 

高
田

「
（

手
話
）
そ
ん
な
訳
な
い
だ
ろ
。
あ
の
人
は 

お
前
と
一
緒
で
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
か
ら…

…

」 

夏
美

「
（

手
話
）
そ
れ
だ
け
？
」 

高
田
「
当
た
り
前
だ
ろ
」 

夏
美
、
悲
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
る
。 

高
田
「
俺
は
お
前
に
会
い
た
い
よ
。
会
い
た
い
ん
だ
」 

 
 

 

高
田
、
夏
美
を
抱
き
締
め
る
。 
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○

元
の
道
の
駅 

駐
車
場
（
夜
） 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
車
内
。
高
田
、
ベ
ッ
ド

に
寝
て
い
る
。
高
田
の
目
か
ら
、
涙
が
出
て

い
る
。
棚
の
上
の
、
夏
美
の
写
真
。 

 

○
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

フ
ィ
ー
ル
ド 

高
田
、
洗
車
作
業
を
し
て
い
る
。
高
田
、
ち

ら
ち
ら
と
出
入
口
の
方
を
見
て
い
る
。 

 

○

同 

建
物
内 

事
務
所 

美
子
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
仕
事
を
し
て

い
る
。
高
田
、
入
っ
て
来
る
。 

高
田
「
奥
さ
ん
、
俺
宛
て
に
メ
ー
ル
と
か
、
来
て
な 

い
で
す
か
？
」 

美
子
「
メ
ー
ル
？ 

な
い
わ
よ
？
」 

高
田
「
タ
イ
ヤ
の
修
理
依
頼
と
か
」 

美
子
「
う
う
ん
、
来
て
な
い
け
ど
」 

高
田
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
見
る
と
、
赤
い
軽
自

動
車
が
入
っ
て
来
る
。 

高
田
、
慌
て
て
事
務
所
を
出
る
。 
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○

同 

フ
ィ
ー
ル
ド 

高
田
、
足
早
に
や
っ
て
来
る
。 

高
田
、
赤
い
軽
自
動
車
の
方
へ
走
る
。
軽
自

動
車
の
窓
が
開
き
、
女
性
客
が
顔
を
出
す
。 

女
性
客
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、
満
タ
ン
ね
」 

高
田
「…

…
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

高
田
、
給
油
タ
ン
ク
を
開
け
る
。 

 

○

道
（
夕
） 

高
田
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
走
っ
て
い
る
。 

 

○

同 

車
内
（
夕
） 

高
田
、
運
転
し
て
い
る
。
赤
信
号
で
止
ま
る
。

高
田
、
ウ
ィ
ン
カ
ー
を
左
に
出
す
が
、
迷
う

よ
う
に
手
を
動
か
し
、
ウ
ィ
ン
カ
ー
を
右
に

変
え
る
。
高
田
、
車
を
右
折
さ
せ
る
。 

 

○

伊
藤
家 

前
の
道
（
夕
） 

高
田
、
車
を
止
め
て
家
を
見
上
げ
る
。 
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○

同 

車
内
（
夕
） 

高
田
、
首
を
伸
ば
し
て
駐
車
場
を
見
つ
め
る
。

赤
い
軽
自
動
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。
高
田
、

ハ
ン
ド
ル
に
突
っ
伏
し
て
た
め
息
を
つ
く
。 

高
田
「
俺
は
ス
ト
ー
カ
ー
か
よ…

…

」 
高
田
、
車
を
発
進
さ
せ
る
。 

 

○

伊
藤
家 

廊
下
（
夕
） 

薄
暗
い
廊
下
。
美
緒
が
、
口
か
ら
血
を
流
し
、

呆
然
自
失
の
状
態
で
座
っ
て
い
る
。 

 

○

ス
ー
パ
ー 

店
内
（
夕
） 

高
田
、
弁
当
を
選
ん
で
い
る
。 

 

○

道
の
駅 

駐
車
場
（
夜
） 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
車
内
。
高
田
、
濡
れ
た

髪
を
タ
オ
ル
で
拭
い
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル
に

は
空
に
な
っ
た
弁
当
箱
の
ゴ
ミ
。 

高
田
、
あ
く
び
を
し
て
ベ
ッ
ド
に
入
る
。 
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○

伊
藤
家 

全
景
（
夜
） 

薄
暗
い
住
宅
街
。 

 
○

同 

リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

カ
ー
テ
ン
が
閉
め
切
ら
れ
て
暗
い
室
内
。
テ

ー
ブ
ル
の
上
は
カ
ッ
プ
麺
や
コ
ン
ビ
ニ
弁
当

の
ご
み
。 

美
緒
、
タ
オ
ル
で
口
元
を
押
さ
え
て
い
る
。

血
が
出
て
い
る
。 

伊
藤
、
部
屋
に
入
っ
て
来
る
。 

美
緒
、
び
く
っ
と
肩
を
強
張
ら
せ
る
。 

伊
藤
「
美
緒
、
喪
服
っ
て
ど
こ
に
あ
る
ん
だ
っ
け
」 

美
緒
、
う
つ
ろ
な
目
で
伊
藤
を
見
つ
め
る
。 

伊
藤
「
も
・
ふ
・
く
。
ど
こ
？
」 

美
緒
、
首
を
か
し
げ
る
。 

伊
藤
「
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に
無
い
ん
だ
け
ど
」 

美
緒
、
「
お
葬
式
？
」
と
手
話
す
る
。 

伊
藤
「
あ
ぁ
、
明
後
日
、
通
夜
だ
そ
う
だ
」 

美
緒

「
（

手
話
）
誰
か
亡
く
な
っ
た
の
？
」 

伊
藤
「
ち
ょ
っ
と
な
。
な
ぁ
。
喪
服
」 
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美
緒
、
部
屋
を
出
て
行
く
。 

伊
藤
、
苛
立
た
し
気
に
貧
乏
ゆ
す
り
。 

美
緒
、
喪
服
を
持
っ
て
戻
っ
て
来
る
。 

伊
藤
「
ネ
ク
タ
イ
と
黒
い
靴
下
も
出
し
と
い
て
く
れ 

る
？
」 伊

藤
、
美
緒
の
顔
を
覗
き
込
む
。 

伊
藤
「
あ
ぁ
、
血
止
ま
っ
て
き
た
じ
ゃ
ん
」 

伊
藤
、
美
緒
の
顔
を
触
る
。 

美
緒
、
顔
を
背
け
る
。
伊
藤
、
美
緒
の
顔
を

掴
ん
で
自
分
の
方
に
向
け
る
。 

伊
藤
「
飯
な
ん
か
作
れ
る
？ 

コ
ン
ビ
ニ
も
飽
き
た 

し
さ
。
久
々
に
美
緒
の
オ
ム
ラ
イ
ス
食
べ
た
い
な
」 

美
緒

「
（

手
話
）…

…

材
料
、
な
い
よ
」 

伊
藤
「
ス
ー
パ
ー
行
け
よ
。
っ
て
、
そ
の
顔
じ
ゃ
無 

理
か
」 

美
緒

「
（

手
話
）
何
？ 

ゆ
っ
く
り
話
し
て
」 

伊
藤
「
唇
読
め
よ
。
甘
え
ん
な
」 

美
緒
「…

…

」 

伊
藤
「
い
い
か
ら
、
飯
」 

美
緒

「（

手
話
）
こ
の
間
病
院
に
行
っ
て
来
た
の
」 
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伊
藤
「
病
院
？
」 

美
緒

「
（

手
話
）
赤
ち
ゃ
ん
。
三
ヵ
月
だ
っ
て
」 

伊
藤
「
！ 

何
だ
よ
、
そ
れ
」 

美
緒
「…

…

」 
伊
藤
「
何
で
早
く
言
わ
な
い
ん
だ
よ
」 

美
緒
「…

…
」 

伊
藤
「
へ
え
、
そ
っ
か
。
あ
は
は
。
子
供
か
ぁ
。
俺 

も
つ
い
に
パ
パ
か
」 

美
緒
、
震
え
る
手
で
手
話
。 

美
緒

「
（

手
話
）
携
帯
、
返
し
て
く
れ
な
い
？
」 

伊
藤
「
何
だ
よ
、
ど
こ
に
連
絡
す
る
ん
だ
よ
」 

美
緒

「（

手
話
）
お
母
さ
ん
」 

伊
藤
「
は
？
」 

美
緒

「（

手
話
）
子
供
の
事
、
伝
え
た
い
か
ら
」 

伊
藤
「
お
前
の
母
親
、
病
気
だ
ろ
。
手
伝
い
な
ん
か 

頼
め
ね
え
ぞ
」 

美
緒

「（

手
話
）
だ
か
ら
こ
そ
だ
よ
、
孫
の
顔
を
見 

せ
て
あ
げ
た
い
か
ら…

…

」 

伊
藤
、
突
然
コ
ッ
プ
を
壁
に
投
げ
つ
け
る
。

美
緒
、
声
に
な
ら
な
い
悲
鳴
。 



 

28 
第 26回函館イルミナシオン シナリオ大賞 最終候補作品『翼』 桐乃さち 

伊
藤
「
ん
な
こ
と
言
っ
て
、
ど
う
せ
警
察
に
で
も
連 

絡
す
る
つ
も
り
だ
ろ
！
？
」 

美
緒
、
慌
て
て
頭
を
振
る
。 

伊
藤
、
拳
を
握
り
締
め
美
緒
を
睨
み
つ
け
る
。 

伊
藤
「
そ
う
や
っ
て
俺
か
ら
逃
げ
る
つ
も
り
な
ん
だ 

ろ
！ 

魂
胆
、
見
え
見
え
な
ん
だ
よ
！
」 

美
緒
、
後
ず
さ
り
す
る
。 

伊
藤
「
大
体
そ
の
赤
ん
坊
、
本
当
に
俺
の
子
な
の
か 

よ
」 

伊
藤
、
美
緒
の
髪
を
掴
む
。 

美
緒
「
あ
ー
！
」 

伊
藤
、
拳
を
振
り
上
げ
る
。
美
緒
、
お
腹
を

か
ば
う
よ
う
に
う
ず
く
ま
る
。 

伊
藤
、
美
緒
に
拳
を
下
ろ
す
。 

 

○

道
の
駅 

駐
車
場
（
朝
） 

雀
が
鳴
い
て
い
る
。
ま
だ
日
が
昇
り
き
っ
て

お
ら
ず
、
薄
暗
い
。
ワ
ゴ
ン
車
や
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。 
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○

同 

車
内
（
朝
） 

窓
か
ら
薄
っ
す
ら
と
朝
日
が
差
し
込
ん
で
い

る
。
高
田
、
た
め
息
を
つ
い
て
何
度
も
寝
返

り
を
打
つ
。
し
ば
ら
く
し
て
、
起
き
上
が
る
。 

高
田
、
夏
美
の
写
真
を
見
つ
め
る
。 

高
田
、
髪
を
か
き
む
し
る
。 

 

○

道
（
朝
） 

高
田
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
走
っ
て
い
る
。 

 

○

同 

車
内
（
朝
） 

高
田
、
運
転
し
て
い
る
。 

前
方
に
警
察
が
車
を
誘
導
し
て
い
る
の
が
見

え
る
。
事
故
車
が
あ
る
。
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に

潰
れ
た
赤
い
軽
自
動
車
。 

高
田
、
ぎ
ょ
っ
と
し
て
事
故
車
を
見
つ
め
る
。 

救
急
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

 

〇
道
（
朝
） 

高
田
、
路
肩
に
車
を
止
め
て
電
話
を
し
て
い
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る
。 

高
田
「
は
い
、
す
み
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
る 

所
が
あ
っ
て
。
は
い
、
ま
た
連
絡
し
ま
す
」 

 
 

 

高
田
、
電
話
を
切
っ
て
車
を
発
進
さ
せ
る
。 

 

○

伊
藤
家 
前
の
道
（
朝
） 

高
田
、
車
を
家
の
前
に
止
め
る
。 

 

○

同 

車
内
（
朝
） 

高
田
、
家
を
見
つ
め
る
。 

赤
い
軽
自
動
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

高
田
、
ほ
っ
と
た
め
息
を
つ
い
て
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
る
。 

家
の
中
か
ら
、
美
緒
が
素
足
で
飛
び
出
し
て

来
る
。 

高
田
「
え
！
？
」 

高
田
、
慌
て
て
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を
発
進

さ
せ
る
。 

高
田
「
伊
藤
さ
ん
！
」 

 
 

 

高
田
、
美
緒
の
横
に
車
を
止
め
る
。 



 

31 
第 26回函館イルミナシオン シナリオ大賞 最終候補作品『翼』 桐乃さち 

美
緒
、
体
を
強
張
ら
せ
て
振
り
向
く
。
美
緒

の
顔
は
腫
れ
上
が
り
、
腕
か
ら
血
が
流
れ
て

い
る
。
美
緒
、
後
ず
さ
り
す
る
。 

高
田
「
ど
う
し
た
ん
だ
、
そ
の
怪
我
！
？
」 

美
緒
、
全
身
が
た
が
た
と
震
え
て
い
る
。 

美
緒
、
怯
え
た
顔
で
家
を
見
つ
め
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
乗
っ
て
！
」 

美
緒
「
！
」 

高
田

「
（

手
話
）
い
い
か
ら
、
早
く
！
」 

美
緒
、
慌
て
て
助
手
席
に
座
る
。 

高
田
、
車
を
発
進
さ
せ
る
。 

 

○

道 

車
内
（
朝
） 

高
田
、
運
転
を
し
て
い
る
。
美
緒
、
怪
我
を

し
た
腕
を
押
さ
え
て
い
る
。 

パ
ト
カ
ー
と
す
れ
違
う
。 

美
緒
、
体
を
シ
ー
ト
に
う
ず
め
る
。 

赤
信
号
で
車
が
止
ま
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
と
り
あ
え
ず
、
病
院
に
行
こ
う
」 

美
緒
「
！
」 
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美
緒
、
高
田
の
腕
を
掴
み
、
激
し
く
頭
を
振

る
。 

高
田
「
だ
け
ど…

…

」 

美
緒

「
（

手
話
）
病
院
は
だ
め
」 

美
緒
、
手
を
合
わ
せ
て
頭
を
下
げ
る
。 

美
緒
の
肩
、
震
え
て
い
る
。 

高
田
、
困
惑
し
て
美
緒
を
見
つ
め
る
。 

 

○

コ
ン
ビ
ニ 

駐
車
場
（
朝
） 

高
田
、
車
を
コ
ン
ビ
ニ
に
駐
車
す
る
。 

 

○

同 

車
内
（
朝
） 

高
田
、
慌
て
て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
外
す
。
美

緒
、
助
手
席
に
座
っ
て
い
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
怪
我
の
手
当
て
出
来
る
も
の
買
っ 

て
来
ま
す
。
そ
こ
の
水
道
で
、
傷
を
洗
っ
て
い
て

下
さ
い
」 

高
田
、
水
道
を
指
差
し
て
車
を
飛
び
出
す
。 

 

○

同 

店
内
（
朝
） 
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高
田
、
医
療
用
品
の
棚
か
ら
ガ
ー
ゼ
や
テ
ー

プ
、
消
毒
薬
等
を
次
々
と
籠
に
入
れ
る
。 

 
○

同 

車
内
（
朝
） 

美
緒
、
水
道
で
腕
に
つ
い
た
血
を
洗
っ
て
い

る
。
美
緒
、
棚
の
上
の
夏
美
の
写
真
に
気
が

付
く
。 

高
田
、
入
っ
て
来
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
そ
こ
、
座
っ
て
下
さ
い
」 

美
緒
、
ソ
フ
ァ
に
座
る
。 

高
田
、
袋
か
ら
タ
オ
ル
を
取
り
出
す
。 

高
田
「
あ
ん
ま
り
、
上
手
く
出
来
な
い
け
ど
」 

高
田
、
傷
に
消
毒
薬
を
塗
る
。 

美
緒
「
！
」 

高
田
「
痛
い
だ
ろ
う
け
ど
、
我
慢
し
て
」 

高
田
、
傷
に
ガ
ー
ゼ
を
当
て
る
。 

高
田
「
と
り
あ
え
ず
、
応
急
処
置
だ
け
ど
」 

高
田
、
唇
を
指
差
す
。 

高
田
「
唇
、
読
め
ま
す
か
？
」 

美
緒
、
頷
く
。
高
田
、
ゆ
っ
く
り
と
話
す
。 
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高
田
「
い
つ
も
、
こ
ん
な
風
に
殴
ら
れ
て
る
の
か
？
」 

美
緒
「…

…

」 

高
田
「
し
ば
ら
く
あ
の
家
に
は
戻
ら
な
い
方
が
い
い
。 

少
な
く
と
も
、
旦
那
さ
ん
と
２
人
で
会
っ
ち
ゃ
だ

め
だ
」 

美
緒
「…

…
」 

高
田
「
ど
こ
か
、
身
を
寄
せ
る
場
所
は
？
」 

美
緒
「…

…

」 

高
田
「
テ
レ
ビ
で
観
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
暴
力
を 

ふ
る
わ
れ
て
い
る
人
が
、
避
難
す
る
場
所
と
か
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
」 

美
緒
「…

…

」 

高
田
「
警
察
に
行
こ
う
」 

高
田
、
ガ
ー
ゼ
の
上
か
ら
包
帯
を
巻
く
。 

高
田
の
手
に
水
滴
が
落
ち
る
。 

美
緒
、
泣
い
て
い
る
。 

高
田
「…

…

」 

美
緒
、
ぼ
ん
や
り
と
車
内
を
見
回
す
。 

洗
濯
物
や
食
器
が
収
ま
っ
た
棚
。 

小
さ
な
冷
蔵
庫
。 
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美
緒

「
（

手
話
）
こ
こ
で
暮
ら
し
て
る
ん
で
す
か
？
」 

高
田
「
ま
ぁ…

…

」 

美
緒

「（

手
話
）
広
い
ん
で
す
ね
」 

高
田
「
も
う
、
お
ん
ぼ
ろ
だ
よ
」 

美
緒

「
（

手
話
）
さ
っ
き
は
、
家
の
近
く
に
い
た
ん 

で
す
か
？
」 

高
田
、
あ
い
ま
い
に
頷
く
。 

美
緒
の
服
は
血
で
汚
れ
て
い
る
。 

高
田

「（

手
話
）
テ
ィ
ー
シ
ャ
ツ
も
買
っ
て
き
た
か 

ら
、
着
替
え
た
方
が
い
い
よ
」 

高
田
、
美
緒
に
テ
ィ
ー
シ
ャ
ツ
を
差
し
出
す
。

美
緒
、
慌
て
て
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
お
金
！
」

と
手
話
す
る
。 

高
田
「
い
い
よ
、
そ
ん
な
も
の
」 

美
緒
、
ポ
ケ
ッ
ト
等
に
手
を
入
れ
て
か
ら
、

暗
い
顔
で
た
め
息
を
つ
く
。 

美
緒

「
（

手
話
）
全
部
、
置
い
て
来
ち
ゃ
っ
た…

…

」 

高
田

「
（

手
話
）
気
に
し
な
く
て
い
い
。
そ
れ
よ
り
、 

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
？
」 

美
緒
、
黙
っ
て
タ
オ
ル
を
握
り
締
め
る
。 
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美
緒

「
（

手
話
）
実
家
に
行
こ
う
と
思
う
ん
で
す
」 

高
田

「
（

手
話
）
実
家
？
」 

美
緒

「
（

手
話
）
母
が
、
一
人
で
住
ん
で
る
ん
で
す
」 

高
田

「（

手
話
）
ど
こ
で
す
か
？ 

送
っ
て
行
く
」 

美
緒
、
頭
を
振
る
。 

美
緒

「（

手
話
）
と
ん
で
も
な
い
で
す
」 

高
田

「（

手
話
）
別
に
い
い
」 

美
緒

「（

手
話
）
だ
っ
て
、
お
仕
事
は
？
」 

高
田

「（

手
話
）
有
休
も
溜
ま
っ
て
る
し
。
こ
の
ま 

ま
車
で
行
こ
う
」 

美
緒

「（

手
話
）
だ
け
ど…

…

」 

 
 

 

美
緒
、
迷
う
よ
う
に
目
を
伏
せ
る
。 

美
緒

「（

手
話
）
や
っ
ぱ
り
、
い
い
で
す
。
迷
惑
か 

け
ら
れ
な
い
し
。
電
車
賃
だ
け
貸
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
か
？
」 

高
田
「…
…

」 

 
 

 

高
田
、
夏
美
の
写
真
を
見
せ
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
こ
い
つ
、
俺
の
妻
も
耳
が
聞
こ
え 

な
か
っ
た
」 

美
緒
「
！
」 
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高
田

「
（

手
話
）
高
校
か
ら
の
付
き
合
い
で
、
手

話
は
こ
い
つ
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
１
０
年
以
上

使
っ
て
な
か
っ
た
け
ど
、
覚
え
て
る
も
ん
だ
な
」 

美
緒

「
（

手
話
）
今
は
、
奥
さ
ん
は…

…

？
」 

高
田
「
死
ん
だ
」 

美
緒
「
！
」 

高
田
「
だ
か
ら…

…
」 

 
 

 

高
田
、
美
緒
を
見
つ
め
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
放
っ
て
お
け
な
い
。
一
人
で
行
か 

せ
ら
れ
な
い
」 

美
緒
、
手
を
合
わ
せ
て
「
す
み
ま
せ
ん
、
あ

り
が
と
う
」
と
手
話
す
る
。 

高
田

「（

手
話
）
実
家
、
ど
こ
？ 

市
内
？
」 

美
緒

「
（

手
話
）
函
館
の
、
恵
山
岬
の
近
く
で
す
」 

高
田
、
は
っ
と
し
て
目
を
見
開
く
。 

高
田
「
函
館…

…

」 

高
田
、
立
ち
上
が
っ
て
美
緒
に
背
を
向
け
る
。 

美
緒
、
身
震
い
を
し
て
く
し
ゃ
み
を
す
る
。 

高
田
「
寒
か
っ
た
ら
布
団
に
入
っ
て
て
い
い
。
あ
ん 

ま
り
綺
麗
じ
ゃ
な
い
け
ど
」 
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美
緒
、
頭
を
下
げ
て
、
ベ
ッ
ド
に
入
る
。 

高
田
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
暖
房
を
つ
け
る
。

高
田
、
ハ
ン
ド
ル
に
手
を
置
き
、
じ
っ
と
前

を
見
つ
め
る
。
高
田
、
振
り
返
る
。 

美
緒
、
布
団
に
く
る
ま
っ
て
い
る
。 

高
田
、
一
瞬
目
を
瞑
り
、
開
け
る
。
高
田
、

立
ち
上
が
り
、
夏
美
の
写
真
を
手
に
取
る
。 

高
田

「（

小
声
で
）…

…
ご
め
ん
」 

高
田
、
写
真
を
引
き
出
し
に
仕
舞
う
。 

高
田
、
運
転
席
に
座
り
車
を
発
進
さ
せ
る
。 

 

○

道 

車
内
（
朝
） 

高
田
、
車
を
運
転
し
て
い
る
。 

新
し
い
テ
ィ
ー
シ
ャ
ツ
を
来
た
美
緒
が
や
っ

て
来
て
、
助
手
席
に
座
る
。 

高
田
「
ま
だ
、
寝
て
て
い
い
」 

美
緒
、
頭
を
振
る
。 

美
緒
、
膝
を
抱
え
て
身
を
小
さ
く
す
る
。
美

緒
、
サ
ン
バ
イ
ザ
ー
の
裏
の
鏡
に
自
分
の
顔

を
映
す
。
目
が
腫
れ
、
唇
が
切
れ
て
い
る
。 
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高
田
「
痛
む
か
？
」 

美
緒
、
俯
い
て
頭
を
振
る
。 

「
函
館
方
面
」
と
書
か
れ
た
看
板
。 

海
の
写
真
が
あ
る
。 

高
田
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
締
め
る
。 

突
然
、
美
緒
が
高
田
の
腕
を
掴
む
。 

高
田
「
え
！
？
」 

美
緒
、
走
っ
て
車
の
奥
の
ト
イ
レ
に
駆
け
込

む
。
嘔
吐
す
る
音
。 

高
田
、
素
早
く
辺
り
を
見
回
す
。 

大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

高
田
、
駐
車
場
に
車
を
入
れ
る
。 

 

○

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

女
子
ト
イ
レ
前 

高
田
、
廊
下
に
立
っ
て
い
る
。
高
田
、
心
配

そ
う
に
女
子
ト
イ
レ
を
見
つ
め
る
。 

美
緒
が
ふ
ら
ふ
ら
と
出
て
来
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
や
っ
ぱ
り
、
病
院
に
行
っ
た
方
が 

い
い
」 美

緒
、
力
な
く
ベ
ン
チ
に
座
る
。 
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美
緒

「
（

手
話
）
怖
い
ん
で
す
」 

高
田

「
（

手
話
）
何
が
？
」 

 
 

 

美
緒
、
体
を
抱
き
し
め
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か…

…

」 
高
田

「
（

手
話
）
お
母
さ
ん
に
会
っ
て
、
そ
れ
か
ら 

ゆ
っ
く
り
考
え
れ
ば
い
い
」 

美
緒
、
顔
を
触
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
母
、
病
気
な
ん
で
す
。
こ
ん
な
顔 

見
た
ら
、
倒
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん…

…

」 

前
を
通
っ
た
客
が
、
美
緒
の
腫
れ
た
顔
や
腕

に
巻
か
れ
た
包
帯
を
見
て
ぎ
ょ
っ
と
し
て
い

る
。 

 

○

同 

婦
人
服
売
り
場 

美
緒
、
服
を
見
て
い
る
。
高
田
、
帽
子
を
手

に
取
る
。 

 

○

同 

通
路 

帽
子
と
マ
ス
ク
を
つ
け
、
パ
ー
カ
ー
を
着
た

美
緒
。
高
田
と
一
緒
に
歩
い
て
い
る
。 
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高
田
「
も
う
昼
か
」 

高
田
、
辺
り
を
見
回
し
な
が
ら
歩
く
。 

高
田
「
何
か
食
べ
な
い
と
」 

高
田
、
振
り
返
る
と
美
緒
が
ぼ
ん
や
り
と
立

ち
止
ま
っ
て
映
画
館
の
看
板
を
見
て
い
る
。 

 

○

映
画
館 

シ
ア
タ
ー 

前 

映
画
の
ポ
ス
タ
ー
。
高
校
生
が
自
転
車
に
二

人
乗
り
し
て
お
り
、
「
花
言
葉
の
約
束
」
と

言
う
タ
イ
ト
ル
が
書
か
れ
て
い
る
。 

 

○

同 

シ
ア
タ
ー 

中 

中
学
生
や
高
校
生
の
カ
ッ
プ
ル
が
座
っ
て
い

る
。
美
緒
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
館
内
を
見
回

し
て
い
る
。
高
田
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
と
飲
み

物
を
持
っ
て
や
っ
て
来
る
。 

高
田
「
若
い
客
ば
っ
か
だ
な
。
こ
の
時
間
、
こ
れ
し 

か
や
っ
て
な
い
み
た
い
だ…

…

」 

美
緒

「
（

手
話
）
大
丈
夫
で
す
。
こ
れ
が
い
い
ん
で 

す
」 
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美
緒
、
嬉
し
そ
う
に
頷
く
。 

高
田
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
指
差
す
。 

高
田
「
腹
減
っ
た
で
し
ょ
。
こ
ん
な
物
し
か
な
か
っ 

た
け
ど
」 

美
緒
、
嬉
し
そ
う
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
指
差
す
。

美
緒
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
俯
く
。 

美
緒

「
（

手
話
）
す
み
ま
せ
ん
、
は
し
ゃ
い
じ
ゃ
っ 

て
。
映
画
館
な
ん
て
久
し
ぶ
り
で
」 

高
田
「
俺
も…

…

」 

美
緒
「
？
」 

高
田
「
あ
い
つ
と
来
て
以
来
だ
な
」 

美
緒

「（

手
話
）
奥
さ
ん
で
す
か
？
」 

 
 

 

高
田
、
頷
く
。 

美
緒

「（

手
話
）
洋
画
？
」 

高
田

「（

手
話
）
あ
ぁ
、
字
幕
が
無
い
と
、
あ
い
つ 

は
分
か
ら
な
い
か
ら
」 

 
 

 

美
緒
、
頷
く
。 

美
緒

「
（

手
話
）
羨
ま
し
い
で
す
。
奥
さ
ん
と
の
素 

敵
な
思
い
出
が
あ
っ
て
」 

館
内
が
暗
く
な
る
。 
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○

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

フ
ィ
ー
ル
ド
（
夕
） 

宮
地
、
車
の
整
備
作
業
を
し
て
い
る
。
男
性

従
業
員
が
通
り
か
か
る
。 

宮
地
「
お
い
、
信
司
が
や
る
予
定
だ
っ
た
車
検
、
お 

前
や
っ
て
く
れ
る
か
？
」 

男
性
従
業
員
「
了
解
で
す
。
に
し
て
も
珍
し
い
で
す 

よ
ね
、
信
司
さ
ん
が
休
み
な
ん
て
」 

宮
地
、
嬉
し
そ
う
に
腕
組
み
を
す
る
。 

 

○

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

映
画
館 

中
（
夕
） 

画
面
に
抱
き
合
っ
て
い
る
高
校
生
が
映
っ
て

い
る
。
観
客
、
す
す
り
泣
い
て
い
る
。 

高
田
、
寝
て
い
る
。
高
田
、
頭
が
ガ
ク
ッ
と

落
ち
て
、
目
を
開
け
る
。
高
田
、
隣
の
美
緒

を
見
つ
め
る
。 

美
緒
、
泣
い
て
い
る
。 

 

○

同 

駐
車
場
（
夕
） 

高
田
と
美
緒
、
歩
い
て
い
る
。
美
緒
、
大
切

そ
う
に
映
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
胸
に
抱
い
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て
い
る
。
高
田
と
美
緒
、
車
に
乗
り
込
む
。 

 

○

同 

車
内
（
夕
） 

高
田
、
運
転
席
に
座
る
。
美
緒
、
助
手
席
に

座
る
。
高
田
、
あ
く
び
を
す
る
。 

美
緒
、
高
田
を
軽
く
睨
む
。 

美
緒

「
（

手
話
）
高
田
さ
ん
、
寝
て
ま
せ
ん
で
し 

た
？
」 

高
田
「
い
や
」 

美
緒

「
（

手
話
）
じ
ゃ
あ
、
映
画
の
覚
え
て
る
所
言 

っ
て
下
さ
い
」 

高
田

「
（

手
話
）
主
人
公
が
万
引
き
す
る
所
」 

美
緒

「
（

手
話
）
そ
れ
、
始
ま
っ
て
１
０
分
も
経
っ 

 

て
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」 

 
 

 

く
す
く
す
笑
う
美
緒
を
見
て
、
高
田
も
微
か

に
笑
う
。 

高
田
、
車
を
発
進
さ
せ
る
。 

 

○

道 

車
内
（
夕
） 

高
田
、
運
転
し
て
い
る
。
美
緒
、
窓
の
外
を
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見
つ
め
て
い
る
。 

高
田
「
着
く
の
は
夜
に
な
る
な
」 

パ
ト
カ
ー
が
走
っ
て
来
る
。
美
緒
、
シ
ー
ト

に
身
を
う
ず
め
る
。
赤
信
号
で
車
が
止
ま
る
。 

パ
ト
カ
ー
と
す
れ
違
う
。
美
緒
、
き
つ
く
目

を
瞑
る
。
美
緒
、
息
が
荒
く
な
る
。 

高
田
「
？
」 

美
緒

「（

手
話
）
や
っ
ぱ
り
私
、
こ
こ
で
降
り
ま
す
」 

高
田
「
何
で
？
」 

 
 

 

美
緒
、
車
を
降
り
よ
う
と
す
る
。 

高
田
「
ど
う
し
た
ん
だ
！
」 

 
 

 

高
田
、
美
緒
を
止
め
る
。 

美
緒

「（

手
話
）
こ
の
ま
ま
行
く
訳
に
は
い
か
な
い 

ん
で
す
」 

高
田
「
ど
う
い
う
事
？
」 

美
緒

「（

手
話
）
私
、
や
っ
ぱ
り
母
に
迷
惑
は
か
け 

ら
れ
な
い
」 

美
緒
、
車
を
降
り
る
。
高
田
、
慌
て
て
車
を

路
肩
に
止
め
て
美
緒
を
追
う
。 
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〇
道
（
夕
） 

 
 

 

高
田
、
美
緒
の
手
を
掴
む
。 

高
田

「（

手
話
）
ど
こ
行
く
ん
だ
、
そ
の
怪
我
で
！
」 

美
緒

「（

手
話
）
放
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。
高
田
さ 

ん
に
も
迷
惑
か
け
た
く
な
い
ん
で
す
」 

高
田
「
迷
惑
？ 

迷
惑
っ
て…

…

」 

美
緒

「（

手
話
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ 

こ
か
ら
は
一
人
で
行
き
ま
す
」 

高
田
「
何
が
あ
っ
た
ん
だ
」 

美
緒

「（

手
話
）…

…

ご
め
ん
な
さ
い
」 

 
 

 

美
緒
、
高
田
の
手
を
振
り
切
る
。 

高
田
「
待
て
！

 

分
か
っ
た
か
ら
！
」 

 
 

 

高
田
、
美
緒
の
手
を
掴
む
。 

 

○

キ
ャ
ン
プ
場 

全
景
（
夜
） 

「
癒
し
の
森
」
と
書
か
れ
た
看
板
。 

 

○

同 

管
理
棟 

前
（
夜
） 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。
車

の
中
に
美
緒
が
座
っ
て
い
る
。 
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○

同 

中 

受
付
（
夜
） 

高
田
、
管
理
人
か
ら
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
と

炭
、
毛
布
や
タ
オ
ル
を
受
け
取
る
。 

管
理
人
「
火
の
始
末
に
は
十
分
気
を
付
け
て
下
さ
い 

ね
。
お
風
呂
は
夜
１
時
ま
で
。
明
日
は
１
０
時
チ

ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
す
」 

 

○

同 

コ
テ
ー
ジ 

前
（
夜
） 

丸
太
で
作
ら
れ
た
コ
テ
ー
ジ
。
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

高
田
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
に
火
を
起
こ

し
て
い
る
。
美
緒
、
所
在
な
さ
げ
に
座
っ
て

い
る
。 

高
田
「
と
り
あ
え
ず
、
今
日
は
こ
こ
に
泊
ろ
う
。
実 

家
に
は
帰
れ
な
い
ん
だ
ろ
？
」 

高
田
、
炭
を
追
加
す
る
。
火
が
燃
え
上
が
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
何
が
あ
っ
た
ん
だ
？
」 

美
緒
「…

…

」 

高
田

「
（

手
話
）
も
し
か
し
て
、
旦
那
が
追
い
か
け 

て
く
る
と
思
っ
て
る
の
か
？
」 



 

48 
第 26回函館イルミナシオン シナリオ大賞 最終候補作品『翼』 桐乃さち 

美
緒
「…

…

」 

高
田

「
（

手
話
）
旦
那
か
ら
は
、
い
つ
か
ら
暴
力
受 

け
て
る
ん
だ
？
」 

美
緒

「
（

手
話
）
主
人
と
は
、
最
初
に
勤
め
た
会
社 

で
出
会
い
ま
し
た
。
結
婚
し
た
時
は
本
当
に
優
し

か
っ
た
ん
で
す
。
で
も…

…

。
去
年
急
に
仕
事
を

辞
め
て
。
株
を
始
め
て
。
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、

時
々
お
酒
飲
ん
で
暴
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
」 

高
田
「…

…

」 

美
緒

「
（

手
話
）
私
、
携
帯
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
、 

家
か
ら
も
自
由
に
出
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ち

ょ
っ
と
帰
り
が
遅
く
な
っ
た
だ
け
で
、
誰
と
会
っ

て
た
ん
だ
っ
て
疑
わ
れ
て
」 

高
田
「
そ
れ
で
？
」 

美
緒

「
（

手
話
）
そ
れ
で
私…

…

」 

美
緒
、
手
で
顔
を
覆
い
膝
に
顔
を
う
ず
め
る
。 

高
田
「
言
い
た
く
な
い
こ
と
は
言
わ
な
く
て
い
い
。 

俺
も
こ
れ
以
上
は
聞
か
な
い
」 

美
緒
「…

…

」 

高
田
「
だ
け
ど
一
人
で
行
か
せ
る
訳
に
は
い
か
な
い
」 
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美
緒
、
顔
を
上
げ
て
手
話
を
す
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
映
画
、
楽
し
か
っ
た
で
す
」 

高
田
「
そ
う
か
？
」 

美
緒

「
（

手
話
）
あ
の
ま
ま
時
間
が
止
ま
れ
ば
い
い 

の
に
っ
て
思
い
ま
し
た
」 

高
田
「
そ
ん
な
、
大
げ
さ
な
」 

美
緒

「
（

手
話
）
本
当
で
す
。
私
、
今
日
の
事
一
生 

忘
れ
ま
せ
ん
」 

高
田
は
笑
う
が
、
美
緒
は
真
剣
な
顔
。 

 

○

同 

道
（
夜
） 

高
田
と
美
緒
、
タ
オ
ル
を
持
っ
て
歩
い
て
い

る
。 

家
族
連
れ
が
楽
し
そ
う
に
花
火
を
し
て
い
る
。 

高
田
と
美
緒
、
立
ち
止
ま
っ
て
じ
っ
と
見
つ

め
る
。 

 

○

同 

温
泉
施
設 

女
湯 

露
天
風
呂
（
夜
） 

自
然
に
囲
ま
れ
た
露
天
風
呂
。 

キ
ャ
ン
プ
の
利
用
客
が
入
っ
て
い
る
。 
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○

同 

脱
衣
所
（
夜
） 

美
緒
、
壁
に
貼
ら
れ
た
「
お
風
呂
の
入
り
方
」

を
読
ん
で
い
る
。
美
緒
、
「
浴
用
禁
忌
」
の

「
妊
娠
中
の
方
は
お
気
を
付
け
下
さ
い
」
と

書
か
れ
た
部
分
を
見
つ
め
る
。 

 

○

同 

コ
テ
ー
ジ 
前
（
夜
） 

高
田
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
の
火
の
始
末

を
し
て
い
る
。
コ
テ
ー
ジ
を
見
上
げ
る
。
カ

ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら
明
か
り
が
漏
れ
て
い
る
。 

 

○

同 

コ
テ
ー
ジ 

個
室 

中
（
夜
） 

ベ
ッ
ド
や
机
が
あ
る
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
部

屋
。
美
緒
、
ベ
ッ
ド
に
座
り
、
泣
い
て
い
る
。

美
緒
、
お
腹
を
さ
す
る
。 

大
き
な
く
し
ゃ
み
が
す
る
。
美
緒
、
窓
枠
に

近
づ
く
。
高
田
が
、
鼻
を
こ
す
り
な
が
ら
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
入
っ
て
行
く
。 

 

○

同 

コ
テ
ー
ジ 

前 

車
内
（
夜
） 
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高
田
、
洗
面
所
で
顔
を
洗
っ
て
い
る
。
高
田
、

棚
の
引
き
出
し
を
開
け
て
、
夏
美
の
写
真
を

取
り
出
し
、
じ
っ
と
見
つ
め
る
。 

高
田
「
お
休
み
」 

高
田
、
ベ
ッ
ド
に
入
り
目
を
瞑
る
。 

 

○

（
イ
メ
ー
ジ
）
海 

浜
辺 

高
田
と
夏
美
、
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て
い
る
。

夏
美
、
高
田
の
手
を
離
す
。
高
田
、
振
り
返

っ
て
夏
美
を
見
つ
め
る
。 

高
田
「
ど
う
し
た
ん
だ
よ
」 

夏
美

「（

手
話
）
あ
な
た
は
あ
の
人
と
一
緒
に
行
っ 

て
」 

高
田

「（

手
話
）
な
ん
だ
よ
、
そ
れ
」 

夏
美
、
悲
し
そ
う
に
頭
を
振
る
。 

夏
美
、
高
田
の
手
を
自
分
の
頬
に
当
て
る
。 

夏
美

「
（

手
話
）
私
は
も
う
ず
っ
と
こ
の
姿
の
ま
ま 

な
の
。
い
つ
ま
で
も
一
緒
に
は
、
い
ら
れ
な
い
」 

高
田
「
い
ら
れ
る
よ
、
ず
っ
と
」 

「
コ
ン
コ
ン
」
と
ノ
ッ
ク
の
音
が
す
る
。 
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夏
美
、
高
田
の
頬
を
撫
で
る
。 

夏
美
の
目
に
涙
が
浮
か
ぶ
。 

「
コ
ン
コ
ン
」
と
ノ
ッ
ク
の
音
が
す
る
。 

夏
美
、
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
の
手
話
。 

高
田
「
な
ん
で
、
謝
る
ん
だ
よ…

…

」 
ノ
ッ
ク
の
音
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
。 

高
田
、
は
っ
と
し
て
振
り
返
る
。 

 

○

キ
ャ
ン
プ
場 

コ
テ
ー
ジ 
前 

車
内
（
夜
） 

高
田
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
起
き
上
が
る
。 

「
コ
ン
コ
ン
」
と
ノ
ッ
ク
の
音
が
す
る
。 

美
緒
が
窓
を
叩
い
て
い
る
。 

高
田
、
慌
て
て
ド
ア
を
開
け
る
。 

高
田
「
ど
う
し
た
！
？
」 

美
緒

「
（

手
話
）
眠
れ
な
く
て…

…

」 

美
緒
、
車
に
乗
っ
て
来
る
。 

高
田
「
傷
が
痛
む
の
か
」 

美
緒
、
頭
を
振
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
こ
っ
ち
の
方
が
落
ち
着
く
な
ら
、 

俺
が
コ
テ
ー
ジ
で
寝
る
」 
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美
緒

「
（

手
話
）
怖
い
ん
で
す
」 

高
田

「
（

手
話
）
怖
い
？
」 

美
緒
、
震
え
て
い
る
。 

美
緒
「…

…

」 

美
緒
、
自
分
の
体
を
抱
き
締
め
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
奥
さ
ん
の
事
、
聞
い
て
も
い
い
で 

す
か
？
」 

高
田
「…

…

」 

 
 

 

美
緒
、
慌
て
て
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
の
手
話
。 

高
田

「（

手
話
）
俺
は
元
々
、
こ
っ
ち
の
人
間
じ
ゃ 

 

な
い
ん
だ
」 

美
緒
「
？
」 

高
田

「（

手
話
）
俺
も
あ
い
つ
も
福
島
出
身
で
、
あ 

の
震
災
の
時
に
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
た
」 

美
緒
「
！
」 

高
田

「（

手
話
）
あ
い
つ
は
お
腹
に
子
供
が
い
た
け 

ど
、
津
波
に
や
ら
れ
て…

…

」 

美
緒

「
（

手
話
）
も
う
い
い
で
す
、
ご
め
ん
な
さ
い
」 

高
田
「
い
や…

…

」 

 
 

 

高
田
、
夏
美
の
写
真
を
見
つ
め
る
。 
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高
田

「
（

手
話
）
俺
は
仕
事
場
が
海
か
ら
離
れ
て
た 

ん
だ
。
あ
い
つ
は
き
っ
と
、
防
災
無
線
な
ん
か
聞

こ
え
て
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
急
い
で
助
け
に
向
か

っ
た
。
だ
け
ど
、
渋
滞
で
間
に
合
わ
な
く
て
。
津

波
は
あ
っ
と
い
う
間
に
や
っ
て
来
た…

…

」 

美
緒
「…

…
」 

高
田

「
（

手
話
）
最
初
は
避
難
所
と
か
仮
設
に
い
た

け
ど
、
普
通
の
生
活
し
て
る
と
、
頭
が
お
か
し

く
な
り
そ
う
に
な
る
ん
だ
。
あ
い
つ
は
死
ん
だ

の
に
、
何
で
俺
は
、
っ
て…

…
。
だ
か
ら
俺
は

こ
の
車
で
あ
ち
こ
ち
転
々
と
し
て
る
」 

美
緒
「…

…

」 

高
田
「
俺
、
あ
い
つ
が
最
後
、
ど
ん
な
風
に
死
ん
だ 

か
も
分
か
ら
な
い
ん
だ
。
い
つ
も
一
緒
に
い
た

の
に
。
あ
ん
な
に
い
つ
も
一
緒
に…

…

」 

美
緒
「…
…

」 

高
田
「
ず
っ
と
海
の
近
く
は
避
け
て
生
き
て
来
た
。 

海
を
見
る
と
、
あ
い
つ
の
こ
と
を
思
い
出
す
か
ら
」 

高
田
、
辛
そ
う
に
う
め
き
声
を
上
げ
る
。 

美
緒
、
思
わ
ず
高
田
の
手
を
握
る
。 
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美
緒
、
夏
美
の
写
真
を
見
つ
め
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
私
も
、
お
腹
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る 

 

ん
で
す
」 

高
田
「
！
」 

美
緒

「
（

手
話
）
こ
の
子
だ
け
は
守
り
た
い
」 

高
田
「…

…
」 

高
田
、
黙
っ
て
美
緒
に
布
団
を
か
け
る
。 

高
田
「
も
う
寝
ろ
」 

美
緒
の
す
す
り
泣
く
声
が
だ
ん
だ
ん
と
小
さ

く
な
る
。
美
緒
の
寝
息
が
聞
こ
え
て
く
る
。

高
田
、
じ
っ
と
宙
を
見
つ
め
る
。 

 

○

同 

コ
テ
ー
ジ 

前
（
朝
） 

薄
暗
い
森
の
中
。
鳥
達
が
鳴
い
て
い
る
。
朝

日
が
昇
り
か
け
て
い
る
。 

 

○

同 

車
内
（
朝
） 

美
緒
、
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
る
。
高
田
、
床
に

座
っ
て
い
る
。 

高
田
、
美
緒
に
布
団
を
か
け
直
す
。 
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○

同 

コ
テ
ー
ジ 

ダ
イ
ニ
ン
グ
（
朝
） 

高
田
、
肩
か
ら
タ
オ
ル
を
か
け
て
風
呂
場
か

ら
出
て
来
る
。
美
緒
、
入
っ
て
来
る
。 

美
緒
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
手
話
。 

高
田
「
起
き
た
の
か
」 

美
緒

「
（

手
話
）
私
ご
飯
、
作
り
ま
す
」 

高
田

「
（

手
話
）
無
理
し
な
く
て
い
い
」 

美
緒

「
（

手
話
）
助
け
て
も
ら
っ
た
、
お
礼
」 

 
 

 

美
緒
、
台
所
に
立
つ
。 

高
田
、
椅
子
に
座
っ
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
。 

ニ
ュ
ー
ス
映
像
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
「
昨
日
未
明
『
妻
に
刺
さ
れ
た
』 

と
言
う
通
報
が
入
り
、
救
急
隊
員
が
自
宅
に
行
っ

た
所
、
自
営
業
の
伊
藤
健
介
さ
ん
３
５
歳
が
血
を

流
し
て
倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
」 

高
田
、
目
を
見
開
い
て
テ
レ
ビ
を
見
つ
め
る
。 

伊
藤
の
自
宅
が
映
っ
て
い
る
。 

美
緒
は
気
づ
か
ず
料
理
を
し
て
い
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
「
伊
藤
さ
ん
は
病
院
に
運
ば
れ 

ま
し
た
が
、
意
識
不
明
の
重
体
で
す
。
警
察
は
、
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行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
妻
の
伊
藤
美
緒

容
疑
者
を…

…

」 

美
緒

「
（

手
話
）
高
田
さ
ん
、
卵
は
目
玉
焼
き
が
い 

い
で
す
か
？ 

そ
れ
と
も
」 

高
田
「…

…

」 
高
田
の
様
子
に
、
美
緒
も
テ
レ
ビ
を
観
る
。

美
緒
、
顔
面
蒼
白
に
な
り
、
リ
モ
コ
ン
を
取

っ
て
テ
レ
ビ
を
消
す
。 

高
田

「
（

美
緒
を
見
る
）…

…
」 

美
緒
、
部
屋
を
飛
び
出
す
。 

高
田
、
追
い
か
け
る
。 

 

○

同 

道
（
朝
） 

美
緒
、
林
の
中
を
走
っ
て
い
る
。
高
田
、
追

い
か
け
て
い
る
。 

高
田
「
待
て
！
」 

美
緒
、
転
ぶ
。
高
田
、
慌
て
て
駆
け
寄
る
。

高
田
、
美
緒
を
助
け
起
こ
す
。 

高
田
「
お
い…

…

」 

美
緒
、
頭
を
振
る
。 
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高
田
「
お
前
」 

美
緒
、
震
え
る
手
で
手
話
を
す
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
包
丁
で
刺
し
ま
し
た
」 

高
田
「
！
」 

美
緒

「
（

手
話
）
あ
の
人
に
、
妊
娠
し
た
っ
て
言
っ 

 

た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
許
さ
な
い
っ
て
、
お 

腹
を
殴
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
」 

高
田

「
（

手
話
）
そ
れ
で
？
」 

美
緒

「
（

手
話
）
ど
う
な
っ
た
の
か
、
分
か
ら
な
い 

…
…

。
血
が
た
く
さ
ん
出
て
。
私
、
も
し
警
察
に

捕
ま
っ
た
ら
と
思
っ
た
ら
怖
く
て…

…
」 

 
 

 

美
緒
、
お
腹
を
押
さ
え
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
怖
く
な
っ
て
、
逃
げ
ま
し
た…

…
」 

高
田
、
目
を
見
開
い
て
美
緒
を
見
つ
め
る
。 

 

○

キ
ャ
ン
プ
場 

コ
テ
ー
ジ 

前 

車
内
（
朝
） 

高
田
、
運
転
席
に
座
っ
て
い
る
。 

美
緒
、
助
手
席
に
座
っ
て
い
る
。 

高
田
、
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
る
。 

高
田
の
ス
マ
ホ
が
鳴
る
。
ス
マ
ホ
に
は
「
ス
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タ
ン
ド 

宮
地
さ
ん
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。

高
田
、
ス
マ
ホ
の
電
源
を
切
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
ど
こ
か
で
降
ろ
し
て
下
さ
い
」 

高
田
「
ど
う
す
る
ん
だ
？
」 

美
緒
「…

…

」 

高
田
「
警
察
に
行
く
の
か
？
」 

美
緒
、
頷
く
。 

美
緒

「
（

手
話
）
警
察
に
行
く
前
に
母
の
所
へ
行
き 

ま
す
。
全
部
話
し
ま
す
。
こ
の
子
の
事
、
託
し
た

い
か
ら
」 

高
田
、
苦
し
そ
う
に
美
緒
を
見
つ
め
る
。 

 

○

道
（
朝
） 

高
田
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
走
っ
て
い
る
。 

 

○

同 

車
内
（
朝
） 

高
田
、
運
転
し
て
い
る
。 

美
緒
、
助
手
席
に
座
っ
て
い
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
駅
で
降
ろ
し
て
下
さ
い
」 

渋
滞
し
て
お
り
、
車
が
止
ま
る
。 
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美
緒

「
（

手
話
）
こ
こ
で
降
り
ま
す
」 

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
高
田
、
車
を
進
め
る
。 

ま
た
す
ぐ
止
ま
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
高
田
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
っ
た
こ 

と
は
、
警
察
に
は
話
し
ま
せ
ん
」 

高
田
「
そ
ん
な
こ
と
は
い
い
ん
だ…

…

」 

美
緒

「
（

手
話
）
高
田
さ
ん
も
、
誰
に
も
話
さ
な
い 

で
下
さ
い
。
迷
惑
、
か
け
た
く
な
い
か
ら
」 

ま
た
車
が
止
ま
る
。
美
緒
、
ド
ア
を
開
け
よ

う
と
す
る
。
高
田
、
美
緒
の
手
を
掴
む
。 

高
田
「
待
て
！
」 

美
緒
「
！
」 

高
田

「（

手
話
）
二
人
で
逃
げ
よ
う
。
子
供
は
二
人 

で
育
て
れ
ば
い
い
」 

美
緒
「…

…

」 

高
田
「
生
半
可
な
気
持
ち
で
言
っ
て
る
訳
じ
ゃ
な
い
。 

ど
こ
か
に
隠
れ
て
暮
ら
し
て
、
子
供
が
産
ま
れ
た

ら
２
人
で
育
て
れ
ば
い
い
」 

美
緒

「
（

手
話
）
無
理
で
す
、
そ
ん
な
こ
と
。
警
察 

に
行
き
ま
す
」 
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高
田
「
だ
め
だ
！ 

も
し
旦
那
が
生
き
て
い
た
ら
、 

ず
っ
と
怯
え
て
暮
ら
さ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
ぞ
」 

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
。 

高
田
と
美
緒
、
見
つ
め
合
う
。 

高
田
「
そ
れ
に…

…

」 
再
び
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
。 

美
緒
「
？
」 

高
田
「
も
う
、
会
え
な
く
な
る
の
は
嫌
な
ん
だ
」 

再
び
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
。 

し
び
れ
を
切
ら
し
た
後
続
車
が
、
高
田
の
車

を
追
い
抜
い
て
行
く
。 

美
緒

「
（

手
話
）
私
の
事
は
、
忘
れ
て
下
さ
い
」 

高
田
「
俺
は…

…

」 

美
緒

「
（

手
話
）
私
は
あ
な
た
の
奥
さ
ん
じ
ゃ
な
い
」 

高
田
「
！
」 

美
緒

「
（

手
話
）
あ
な
た
は
私
を
奥
さ
ん
と
重
ね
て 

い
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？ 

耳
が
聞
こ
え
な

い
私
を
」 

高
田
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
締
め
る
。 

美
緒
、
再
び
ド
ア
を
開
け
よ
う
と
す
る
。
高
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田
、
美
緒
の
腕
を
掴
む
。
高
田
と
美
緒
、
も

み
合
う
。
男
性
の
声
が
す
る
。 

高
田
、
眉
を
顰
め
て
前
方
を
見
つ
め
る
。 

 

○

同 
検
問 

前
（
朝
） 

パ
ト
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。
警
察
官
が
車

を
止
め
て
、
一
台
一
台
、
検
問
を
し
て
い
る
。 

 

○

同 

車
内
（
朝
） 

高
田
と
美
緒
、
目
を
見
開
く
。 

高
田
「
検
問
だ
！
」 

美
緒

「
（

手
話
）
警
察
？
」 

高
田
、
頷
く
。 

美
緒
、
観
念
し
た
様
に
肩
を
落
と
す
。 

美
緒

「
（

手
話
）
私
、
行
き
ま
す
」 

高
田
「…
…

」 

美
緒

「
（

手
話
）
あ
り
が
と
う
。
さ
よ
う
な
ら
」 

美
緒
、
車
か
ら
出
よ
う
と
す
る
。 

高
田
、
美
緒
の
腕
を
掴
む
。 

高
田
「
だ
め
だ
、
行
か
せ
な
い
！
」 
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高
田
、
美
緒
の
手
を
引
っ
張
っ
て
車
の
奥
へ

連
れ
て
行
く
。 

 
○

同 

検
問 

前
（
朝
） 

高
田
達
の
３
台
前
の
車
を
、
警
察
官
が
調
べ

て
い
る
。 

 

○

同 

車
内
（
朝
） 

高
田
、
美
緒
を
連
れ
て
ベ
ッ
ド
の
前
に
行
く
。

高
田
、
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
を
持
ち
上
げ
る
。
美

緒
、
必
死
で
「
何
し
て
る
の
！
？
」
と
手
話
。 

高
田
、
マ
ッ
ト
の
下
に
入
っ
て
い
る
毛
布
や

タ
オ
ル
を
出
す
。 

高
田
、
美
緒
を
そ
の
中
に
押
し
込
め
る
。 

美
緒
「
や
え
て
！
（
や
め
て
！

）
」

 

高
田
、
手
話
。 

高
田

「
（

手
話
）
も
う
会
え
な
く
な
る
ぐ
ら
い
な
ら
、 

今
こ
こ
で
警
察
を
刺
し
て
逃
げ
る
」 

美
緒
「
！
？
」 

高
田
、
棚
の
引
き
出
し
か
ら
、
ナ
イ
フ
を
取
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り
出
し
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
。 

美
緒
、
激
し
く
頭
を
振
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
今
出
て
行
っ
た
ら
、
俺
も
共
犯
で 

捕
ま
る
。
そ
れ
で
も
い
い
の
か
？
」 

美
緒
「
！
」 

高
田
、
人
差
し
指
を
唇
の
前
に
立
て
て
、
ベ

ッ
ド
マ
ッ
ト
を
下
ろ
す
。 

 

○

同 

検
問 

前
（
朝
） 

高
田
達
の
２
台
前
の
車
を
、
警
察
官
が
調
べ

て
い
る
。 

 

○

同 

車
内
（
朝
） 

高
田
、
車
内
を
見
回
す
。
美
緒
の
靴
が
床
に

置
き
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る
。
高
田
、
慌

て
て
靴
を
拾
い
、
タ
オ
ル
で
く
る
ん
で
隠
す
。 

 

○

同 

検
問 

前
（
朝
） 

高
田
達
の
前
の
車
を
警
察
官
が
調
べ
て
い
る
。 
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○

同 

車
内
（
朝
） 

高
田
、
運
転
席
に
戻
る
。
警
察
が
近
づ
い
て

来
る
。
警
察
官
が
窓
を
ノ
ッ
ク
す
る
。 

高
田
、
窓
を
開
け
る
。 

警
察
官
「
す
み
ま
せ
ー
ん
、
検
問
で
す
。
今
、
何
さ 

れ
て
ま
し
た
？
」 

高
田
「…

…

下
着
が
干
し
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
の
で
、 

仕
舞
い
ま
し
た
」 

警
察
、
車
の
中
を
じ
ろ
じ
ろ
と
見
る
。 

警
察
官
「
免
許
書
、
拝
見
出
来
ま
す
か
？
」 

高
田
「…

…

は
い
」 

高
田
、
咳
払
い
を
し
て
財
布
を
取
り
出
す
。

免
許
書
を
警
察
官
に
渡
す
。
警
察
官
、
鋭
い

眼
差
し
で
高
田
を
見
つ
め
る
。 

警
察
官
「…
…

は
い
、
結
構
で
す
」 

高
田
、
手
の
汗
を
ズ
ボ
ン
で
拭
う
。
車
の
中

か
ら
『
ゴ
ト
ッ
』
と
物
音
が
す
る
。
高
田
、

体
が
強
張
る
。
警
察
官
、
車
の
中
を
見
る
。

高
田
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
当
て
る
。 

警
察
官
「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
す
か
。
大
き
い
で 
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す
ね
」 

高
田
「
ま
ぁ
」 

警
察
官
「
お
一
人
で
す
か
？
」 

高
田
「
は
い
」 

警
察
官
「
お
住
ま
い
は
、
あ
れ
？ 

福
島
の
方
で
す 

よ
ね
？ 
失
礼
で
す
が
、
こ
ち
ら
へ
は
ご
旅
行

で
？
」 

高
田
「
そ
ん
な
よ
う
な
も
の
で
す
」 

警
察
官
、
じ
っ
と
高
田
を
見
つ
め
る
。 

警
察
官
「
ち
ょ
っ
と
中
、
拝
見
し
て
も
い
い
で
す
か 

ね
？
」 

高
田
「…

…

は
い
」 

高
田
、
ド
ア
を
開
け
る
。
警
察
官
が
乗
り
込

ん
で
来
る
。 

警
察
官
「
す
ご
い
、
台
所
も
つ
い
て
る
ん
で
す
ね
」 

高
田
「
何
か
、
事
件
で
す
か
？
」 

警
察
官
「
え
ぇ
、
ま
あ
。
今
日
は
ご
家
族
は
？
」 

高
田
「
い
え
、
い
ま
せ
ん
。
一
人
で
す
」 

警
察
官
「
お
一
人
で
こ
う
い
う
車
っ
て
言
う
の
は
珍 

し
い
で
す
ね
」 
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警
察
官
、
無
線
で
小
声
で
何
か
言
う
。
も
う

一
人
の
警
察
官
が
、
車
に
近
づ
い
て
来
る
。

高
田
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
る
。 

二
人
の
警
察
官
が
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
頷
き

合
う
。 

車
内
に
い
た
警
察
官
が
、
ベ
ッ
ド
に
近
づ
く
。

高
田
、
唇
を
噛
み
締
め
る
。
警
察
官
が
、
ベ

ッ
ド
に
手
を
触
れ
よ
う
と
す
る
。 

高
田
「
触
ら
な
い
で
下
さ
い
！
」 

警
察
官
、
驚
い
て
高
田
を
見
つ
め
る
。 

高
田
「…

…

１
２
年
前
の
震
災
で
、
妻
と
子
供
を
亡 

く
し
ま
し
た
」 

警
察
官
、
は
っ
と
し
て
高
田
を
見
つ
め
る
。

高
田
、
棚
の
上
の
夏
美
の
写
真
を
手
に
取
る
。 

高
田
「
妻
と
、
お
腹
の
中
の
子
供
は
津
波
に
流
さ
れ 

て
死
に
ま
し
た
。
こ
の
車
に
は
妻
と
の
思
い
出
が

詰
ま
っ
て
る
ん
で
す
」 

警
察
官
「…

…

」 

高
田
「
家
も
流
さ
れ
て
、
妻
と
の
思
い
出
が
残
っ
て 

い
る
場
所
は
、
も
う
こ
こ
だ
け
な
ん
で
す
」 
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警
察
官
、
高
田
の
方
に
向
き
直
る
。 

警
察
官
「
そ
れ
は…

…

」 

高
田
「…

…

」 

警
察
官
「
大
変
で
し
た
ね
。
実
は
私
も
親
戚
を
亡
く 

し
て
ま
し
て
。
お
気
持
ち
、
お
察
し
し
ま
す
」 

警
察
官
、
高
田
に
向
か
っ
て
敬
礼
す
る
。 

警
察
官
「
お
気
を
付
け
て
！
」 

警
察
官
、
車
か
ら
出
て
行
く
。
高
田
、
ド
ア

を
閉
め
、
大
き
く
息
を
吐
く
。 

高
田
、
車
を
発
進
さ
せ
る
。 

 

○

田
ん
ぼ 

道
（
朝
） 

一
面
に
広
が
る
田
園
風
景
。
高
田
の
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
が
走
っ
て
い
る
。 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
、
路
肩
に
止
ま
る
。 

 

○

同 

車
内
（
朝
） 

高
田
、
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
を
持
ち
上
げ
る
。
美

緒
、
ベ
ッ
ド
の
下
か
ら
這
い
出
て
来
る
。 

高
田
「
乱
暴
な
真
似
を
し
て
す
ま
な
い…

…

」 
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美
緒
、
高
田
を
ビ
ン
タ
す
る
。 

美
緒
、
高
田
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
て
、

ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
て
床
に
投
げ
捨
て
る
。 

美
緒
、
泣
き
な
が
ら
高
田
を
殴
り
続
け
る
。 

高
田
、
黙
っ
て
耐
え
て
い
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
す
る
の
！ 

 

私
は
あ
な
た
を
巻
き
込
み
た
く
な
か
っ
た
の
に
！
」 

高
田
「
守
る
っ
て
決
め
た
ん
だ
」 

美
緒
、
へ
な
へ
な
と
床
に
座
り
込
む
。 

美
緒

「
（

手
話
）
あ
な
た
も
夫
と
同
じ
な
の
？ 

私 

を
縛
り
付
け
た
い
だ
け
」 

高
田
「
違
う
！ 

俺
は…

…

」 

美
緒
、
き
っ
ぱ
り
と
頭
を
振
る
。 

美
緒

「
（

手
話
）
私
の
意
志
は
、
尊
重
し
て
く
れ
な 

い
ん
で
す
か
？
」 

高
田
「…
…

」 

美
緒

「
（

手
話
）
実
家
に
連
れ
て
行
っ
て
下
さ
い
。 

母
に
話
し
て
、
助
け
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
、

警
察
に
行
き
ま
す
」 

高
田
、
頭
を
振
る
。 
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美
緒
、
床
に
あ
る
ナ
イ
フ
を
拾
っ
て
、
自
分

の
首
に
突
き
つ
け
る
。 

高
田
「
や
め
ろ
！ 

分
か
っ
た
、
連
れ
て
行
く
か
ら
」 

美
緒
、
高
田
を
睨
み
つ
け
る
。 

高
田
「
お
願
い
だ
、
ナ
イ
フ
を
下
ろ
し
て
く
れ
」 

美
緒
の
首
に
食
い
込
む
ナ
イ
フ
。 

高
田
「
頼
む
。
も
う
こ
ん
な
真
似
は
し
な
い
。
約
束 

す
る
か
ら
」 

高
田
、
頭
を
下
げ
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
こ
れ
以
上
、
君
を
傷
つ
け
る
よ
う 

な
こ
と
は
し
な
い
」 

 
 

 

美
緒
、
ま
だ
ナ
イ
フ
を
突
き
つ
け
て
い
る
。 

高
田

「
（

手
話
）
約
束
す
る
。
絶
対
だ
」 

美
緒
、
よ
う
や
く
ナ
イ
フ
を
下
ろ
す
。 

美
緒

「
（

手
話
）
も
う
あ
ん
な
こ
と
し
な
い
で
。
私 

も
あ
な
た
に
傷
つ
い
て
欲
し
く
な
い
」 

高
田
、
運
転
席
へ
行
く
。 

美
緒
、
助
手
席
に
座
る
。 

高
田
、
車
を
発
進
さ
せ
る
。 
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○

美
緒
の
実
家 

前
の
道 

住
宅
街
。
大
き
な
家
が
並
ん
で
い
る
。
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
ゆ
っ
く
り
と
進
行
す
る
。 

 

○

同 
車
内 

高
田
、
ゆ
っ
く
り
と
車
を
走
ら
せ
る
。
美
緒
、

身
を
か
が
め
て
い
る
。 

美
緒
、
窓
か
ら
こ
っ
そ
り
と
実
家
を
見
つ
め

て
い
る
。
庭
の
あ
る
、
大
き
な
一
戸
建
て
。 

高
田
「
警
察
は
い
な
い
み
た
い
だ
な…

…

」 

家
の
前
を
通
り
か
か
る
。
門
に
、
鯨
幕
が
か

か
っ
て
い
る
。 

高
田
「
葬
式…

…

？
」 

高
田
、
美
緒
を
振
り
返
る
。
美
緒
、
口
を
押

え
て
家
を
見
つ
め
て
い
る
。
「
立
川
百
合
儀 

葬
儀
式
場
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
あ
る
。 

美
緒
「…

…

！
」 

高
田
「
え
？
」 

美
緒
、
目
を
見
開
く
。 
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○

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）
伊
藤
家 

リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
い
る
美
緒
。
伊
藤
が
立
っ

て
い
る
。 

伊
藤
「
美
緒
、
喪
服
っ
て
ど
こ
に
あ
る
ん
だ
っ
け
」 

美
緒
、
う
つ
ろ
な
目
で
伊
藤
を
見
つ
め
る
。 

伊
藤
「
明
後
日
、
通
夜
だ
そ
う
だ
」 

 

○

元
の
美
緒
の
実
家 
前
の
道 

車
内 

高
田
、
車
を
運
転
し
て
い
る
。
美
緒
、
泣
き

じ
ゃ
く
っ
て
い
る
。 

高
田
「
ど
う
し
た
！
？
」 

美
緒
、
手
話
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
が
興
奮

し
て
い
て
ま
ま
な
ら
な
い
。 

実
家
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
横
の
細
い
道
に
パ

ト
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

高
田
「
頭
、
下
げ
て
！
」 

高
田
、
平
静
を
装
っ
て
、
通
り
過
ぎ
よ
う
と

す
る
が
、
警
察
官
と
目
が
合
う
。 

車
の
背
後
か
ら
、
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
響
く
。
高
田
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
。 
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○

道 

高
田
の
車
が
走
っ
て
い
る
。
パ
ト
カ
ー
の
サ

イ
レ
ン
の
音
。 

警
察
官
の
声

「（

拡
声
器
）
そ
こ
の
車
、
減
速
し
な 

さ
い
！ 

路
肩
に
寄
せ
て
止
ま
り
な
さ
い
！
」 

高
田
の
車
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
走
る
。 

 

○

同 

車
内 

高
田
、
後
ろ
を
気
に
し
つ
つ
、
必
死
で
車
を

走
ら
せ
る
。
美
緒
、
手
で
顔
を
覆
い
、
泣
い

て
い
る
。 

目
の
前
に
、
海
が
広
が
る
。 

美
緒
、
ハ
ン
ド
ル
に
飛
び
つ
く
。 

車
は
大
き
く
蛇
行
す
る
。 

高
田
「
う
わ
！
」 

高
田
、
必
死
に
立
て
直
そ
う
と
す
る
が
、
出

来
な
い
。 

高
田
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
。 

車
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
当
た
っ
て
止
ま
る
。 

美
緒
、
車
か
ら
飛
び
出
す
。 
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高
田
「
美
緒
！
」 

高
田
、
慌
て
て
後
を
追
う
。 

 
○

海 

砂
浜 

美
緒
、
走
っ
て
い
る
。 

美
緒
を
追
っ
て
、
高
田
が
走
っ
て
来
る
。 

目
の
前
に
海
が
広
が
る
。 

高
田
、
目
を
細
め
て
一
瞬
立
ち
止
ま
る
。 

 

○

同 

海
の
中 

美
緒
、
海
に
向
か
っ
て
走
っ
て
行
く
。 

美
緒
、
海
に
飛
び
込
み
、
沖
合
に
向
か
っ
て

進
ん
で
行
く
。 

高
田
「
や
め
ろ
ー
！
」 

美
緒
、
海
の
深
い
方
へ
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
行

く
。
高
田
、
海
に
飛
び
込
む
。
高
田
、
美
緒

に
追
い
つ
き
、
美
緒
の
腕
を
掴
む
。
美
緒
、

逃
れ
よ
う
と
も
が
く
。
高
田
、
美
緒
の
肩
を

掴
む
。
高
田
と
美
緒
、
見
つ
め
合
う
。 

高
田
「…

…

」 
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美
緒
「…

…

」 

高
田
「
本
当
に
、
そ
う
し
た
い
の
か
？
」 

美
緒
、
頷
く
。 

高
田
、
し
ば
し
美
緒
を
見
つ
め
る
。 

高
田
「
死
ぬ
な
ら
、
一
緒
に
死
の
う
」 

高
田
、
美
緒
の
手
を
掴
み
、
海
の
中
に
入
っ

て
行
く
。 

 

〇
同 

前
の
道 

パ
ト
カ
ー
が
止
ま
る
。
警
察
官
や
刑
事
が
降

り
て
来
る
。 

 

○

同 

砂
浜 

警
察
官
や
刑
事
が
や
っ
て
来
る
。 

 

○

同 

海
の
中 

高
田
と
美
緒
、
海
の
中
に
沈
ん
で
い
く
。 

美
緒
、
波
に
流
さ
れ
、
ど
ん
ど
ん
沈
ん
で
い

く
。
高
田
も
、
目
を
瞑
る
。 
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○

（
イ
メ
ー
ジ
）
海 

海
が
荒
れ
て
い
る
。 

夏
美
、
波
に
さ
ら
わ
れ
て
い
る
。 

高
田
、
夏
美
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
。 

高
田
「
夏
美
！
」 

高
田
、
夏
美
に
手
を
伸
ば
す
が
、
届
か
な
い
。 

 

○

元
の
海 

海
の
中 

高
田
、
海
底
へ
と
沈
ん
で
い
く
。 

 

○

（
イ
メ
ー
ジ
）
海 

夏
美
が
、
海
に
沈
ん
で
い
く
。 

高
田
、
夏
美
の
方
へ
泳
い
で
い
く
。 

高
田
「
夏
美
！
」 

高
田
、
必
死
に
夏
美
の
方
へ
泳
ぐ
が
、
夏
美

は
遠
ざ
か
っ
て
行
く
。
波
が
高
く
な
り
、
夏

美
を
飲
み
込
む
。 

高
田
「
や
め
ろ
ー
！
」 

夏
海
の
姿
は
海
の
中
に
消
え
る
。 
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○

元
の
海 

海
の
中 

高
田
、
水
の
中
で
目
を
開
け
る
。 

水
面
を
目
指
し
て
泳
ぎ
始
め
る
。 

水
面
に
顔
を
出
し
、
息
を
吸
っ
て
海
の
中
に

潜
る
。 

高
田
、
海
の
中
を
見
回
す
。 

海
の
中
に
、
美
緒
が
見
え
る
。 

高
田
、
美
緒
の
腕
を
掴
む
。 

美
緒
を
引
っ
張
っ
て
水
面
へ
上
が
ろ
う
と
す

る
が
、
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
。 

息
を
吐
き
切
り
、
苦
し
そ
う
に
顔
が
歪
む
。 

高
田
、
水
面
に
向
か
っ
て
手
を
伸
ば
す
。 

 

○

海
面 

数
人
の
警
察
が
海
に
飛
び
込
ん
で
い
る
。 

船
が
集
ま
り
浮
き
輪
等
が
投
げ
入
れ
ら
れ
る
。 

 

○

青
葉
大
学
附
属
病
院 

全
景 

大
き
な
病
院
。 
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○

同 

病
室 

高
田
、
ベ
ッ
ド
に
寝
て
、
点
滴
を
し
て
い
る
。 

看
護
師
が
や
っ
て
来
る
。 

看
護
師
「
高
田
さ
ん
、
気
が
付
き
ま
し
た
か
！
？ 

 
今
、
先
生
呼
ん
で
来
ま
す
ね
！
」 

看
護
師
、
走
っ
て
出
て
行
く
。
高
田
、
ぼ
ん

や
り
と
天
井
を
見
上
げ
る
。 

高
田
、
は
っ
と
し
て
起
き
上
が
る
。 

高
田
、
点
滴
が
外
れ
る
の
も
気
に
せ
ず
、
部

屋
を
出
よ
う
と
す
る
。 

制
服
を
着
た
警
察
官
が
飛
び
込
ん
で
来
る
。 

警
察
官
「
動
く
な
！
」 

高
田
、
腕
を
拘
束
さ
れ
る
。
医
師
と
看
護
師

が
入
っ
て
来
る
。 

医
師
「
高
田
さ
ん
！
？
」 

警
察
官
と
医
師
の
手
で
、
ベ
ッ
ド
に
寝
か
さ

れ
る
高
田
。 

医
師
「
動
か
な
い
で
下
さ
い
よ
。
あ
な
た
、
心
臓
が 

止
ま
っ
て
た
ん
で
す
か
ら
ね
」 

医
師
、
高
田
の
脈
な
ど
を
測
っ
て
い
る
。 
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高
田
「
み
、
美
緒
は…

…

」 

医
師
と
看
護
師
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

看
護
師
「
あ
の
方
も
助
か
り
ま
し
た
よ
。
別
の
病
院 

で
処
置
を
受
け
て
い
ま
す
」 

高
田
、
安
心
し
て
ぐ
っ
た
り
と
脱
力
す
る
。 

医
師
「
と
に
か
く
絶
対
安
静
。
そ
の
後
、
警
察
の
人 

が
聴
取
す
る
っ
て
言
っ
て
る
か
ら
」 

高
田
、
気
を
失
う
。 

 

○

警
察
署 

全
景
（
夜
） 

５
階
建
て
の
建
物
。
「
函
館
中
央
警
察
署
」

と
書
か
れ
た
看
板
。 

 

○

同 

留
置
所
（
夜
） 

鉄
格
子
の
は
ま
っ
た
小
さ
な
部
屋
。
高
田
、

ベ
ッ
ド
に
座
っ
て
宙
を
眺
め
て
い
る
。 

 

○

地
検 

全
景 

７
階
建
て
の
建
物
。
「
地
方
検
察
庁
」
と
書

か
れ
た
看
板
。 
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○

同 

取
調
室 

机
と
椅
子
が
置
い
て
あ
る
簡
素
な
部
屋
。
高

田
と
検
事
が
向
か
い
合
っ
て
座
っ
て
い
る
。 

検
事
「
高
田
さ
ん
は
、
犯
人
の
逃
亡
を
手
伝
っ
た
と 

し
て
、
犯
人
隠
避
罪
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
」 

高
田
「…

…
は
い
」 

検
事
「
こ
れ
か
ら
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、

拘
留
期
間
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」 

高
田
「
は
い
」 

検
事
「
で
は
、
ま
ず
伊
藤
容
疑
者
と
の
関
係
か
ら
お 

伺
い
致
し
ま
す
」 

検
事
、
書
類
を
見
つ
め
る
。 

検
事
「
警
察
の
取
り
調
べ
で
は
、
以
前
か
ら
の
知
り 

合
い
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
ね
？
」 

高
田
「
は
い
」 

検
事
「
な
ぜ
容
疑
者
と
行
動
を
共
に
さ
れ
た
ん
で
す 

か
？
」 

高
田
「
彼
女
を
、
助
け
た
か
っ
た
ん
で
す
」 

 

○
警
察
署 

面
会
室
（
夕
） 
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透
明
の
ガ
ラ
ス
で
仕
切
ら
れ
た
部
屋
。
高
田

と
野
田
徳
郎

(

５
３

)

が
、
ガ
ラ
ス
越
し
に

向
か
い
合
っ
て
座
っ
て
い
る
。 

野
田
「
こ
れ
か
ら
高
田
さ
ん
の
弁
護
を
担
当
し
ま
す
、 

弁
護
士
の
野
田
で
す
」 

高
田
、
ぼ
ん
や
り
と
頭
を
下
げ
る
。 

野
田
「
大
変
で
し
た
ね
。
い
や
で
も
、
と
に
か
く
命 

が
助
か
っ
て
良
か
っ
た
」 

野
田
、
書
類
を
め
く
る
。 

野
田
「
あ
、
被
害
者
の
旦
那
さ
ん
、
命
は
助
か
っ
た 

ん
で
す
よ
」 

高
田
「
！
」 

野
田
「
何
と
か
ね
。
今
は
病
院
で
治
療
を
受
け
て
い 

ま
す
。
良
か
っ
た
で
す
よ
。
例
え
、
正
当
防
衛
だ

と
し
て
も
相
手
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
と
ね…

…

」 

高
田
「…
…

」 

野
田
「
高
田
さ
ん
は
、
最
初
は
伊
藤
さ
ん
が
逃
亡
し 

て
い
る
と
は
知
ら
ず
に
一
緒
に
行
動
し
て
し
ま
っ

て
い
た
、
と
言
う
事
で
し
た
よ
ね
」 

高
田
「…

…

は
い
」 



 

82 
第 26回函館イルミナシオン シナリオ大賞 最終候補作品『翼』 桐乃さち 

野
田
「
伊
藤
さ
ん
は
、
自
分
が
無
理
や
り
頼
み
込
ん 

で
逃
亡
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
と
話
し
て
い
る
よ

う
で
す
」 

高
田
「…

…

そ
う
で
す
か
」 

野
田
「
で
、
今
後
の
流
れ
で
す
が
」 

高
田
「
あ
の
」 

野
田
「
は
い
？
」 

高
田
「
伊
藤
さ
ん
に
、
面
会
は
出
来
な
い
ん
で
し
ょ 

う
か
」 

野
田
「
面
会
、
で
す
か
。
実
は
伊
藤
さ
ん
は
切
迫
早 

産
で
入
院
し
て
い
ま
し
て
ね
。
ま
だ
ま
だ
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
し
て
」 

高
田
「…

…

」 

野
田
「
い
や
、
母
子
共
に
命
が
助
か
っ
た
だ
け
で
も
、 

奇
跡
な
ん
で
す
が
ね
。
そ
れ
に
、
共
犯
者
と
の
共

謀
が
疑
わ
れ
て
い
る
の
で
、
接
見
禁
止
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
」 

高
田
、
は
っ
と
し
て
顔
を
上
げ
る
。 

高
田
「
共
謀…

…

」 

野
田
「
と
言
っ
て
も
、
状
況
か
ら
言
っ
て
す
ぐ
に
嫌 
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疑
は
晴
れ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
安
心
し
て
下
さ
い
」 

高
田
「…

…

」 

野
田
「
今
は
、
伊
藤
さ
ん
が
殺
意
を
持
っ
て
刺
し
た 

の
か
ど
う
か
が
争
点
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
例
え
、

殺
意
が
あ
っ
て
刺
し
た
と
し
て
も
、
暴
力
を
ふ
る

わ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
情
状
酌
量
は
さ
れ
る

で
し
ょ
う
が
ね
」 

高
田
、
頭
を
振
っ
て
た
め
息
を
つ
く
。 

高
田
「
子
供
は
、
産
め
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
」 

野
田
「
え
ぇ
、
大
丈
夫
で
す
よ
。
裁
判
で
判
決
が
出 

る
ま
で
は
一
般
の
方
と
同
じ
よ
う
に
治
療
を
受
け

ら
れ
ま
す
か
ら
ね
」 

高
田
、
俯
く
。 

 

○

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド 

フ
ィ
ー
ル
ド 

髭
が
伸
び
た
高
田
、
入
っ
て
来
る
。
宮
地
と

美
子
が
、
駆
け
寄
っ
て
来
る
。 

美
子
「
信
ち
ゃ
ん
！
」 

高
田
、
宮
地
に
深
く
頭
を
下
げ
る
。 

美
子
、
涙
ぐ
ん
で
い
る
。 
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美
子
「
信
ち
ゃ
ん
、
大
変
だ
っ
た
ね
」 

宮
地
「
も
う
い
い
の
か
？
」 

高
田
「
は
い
。
取
り
調
べ
は
終
わ
り
ま
し
た
。
逃
亡 

の
危
険
が
な
い
っ
て
こ
と
で
釈
放
さ
れ
て…

…

」 
宮
地
「
そ
う
か
」 

高
田
「
ご
迷
惑
、
お
か
け
し
ま
し
た
」 

美
子
「
謝
る
こ
と
な
い
わ
よ
！ 

信
ち
ゃ
ん
は
知
ら 

な
い
で
協
力
し
ち
ゃ
っ
て
た
ん
だ
か
ら
」 

高
田
「
い
や…

…

」 

美
子
「
い
い
？ 

気
に
し
な
い
の
！ 

こ
れ
か
ら
も

う
ち
で
働
く
の
よ
。
い
い
わ
ね
？
」 

宮
地
、
高
田
に
向
か
っ
て
手
招
き
を
す
る
。 

 

○

同 

建
物
内 

事
務
所 

古
い
椅
子
と
机
が
あ
る
。
高
田
と
宮
地
、
向

か
い
合
っ
て
座
っ
て
い
る
。 

宮
地
「
お
前
、
何
で
す
ぐ
に
警
察
に
届
け
な
か
っ 

た
？
」 

高
田
「…

…

」 

宮
地
「
前
か
ら
、
知
り
合
い
だ
っ
た
の
か
？
」 
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高
田
「…

…

」 

宮
地
「
こ
の
辺
の
や
つ
ら
は
、
お
前
と
あ
の
容
疑
者 

が
、
前
か
ら
出
来
て
て
、
一
緒
に
殺
し
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
っ
て
噂
し
て
る
よ
」 

高
田
「
そ
れ
は
違
い
ま
す
」 

宮
地
「
弁
護
士
の
先
生
は
何
て
言
っ
て
る
ん
だ
？
」 

高
田
「
俺
は
、
犯
人
隠
避
罪
で
裁
判
に
か
け
ら
れ
る 

そ
う
で
す
。
だ
け
ど
、
執
行
猶
予
は
つ
く
だ
ろ
う

っ
て
言
わ
れ
て
い
ま
す
」 

宮
地
「
相
手
の
女
性
は
？
」 

高
田
「
切
迫
早
産
で
入
院
し
た
そ
う
で
す
」 

宮
地
「
そ
う
か…

…

」 

宮
地
、
た
め
息
を
つ
く
。 

宮
地
「
そ
の
女
性
と
、
一
緒
に
死
の
う
と
し
た
っ
て 

言
う
の
は
本
当
な
の
か
？
」 

高
田
「…
…

」 

宮
地
、
テ
ー
ブ
ル
に
茶
封
筒
を
置
く
。 

宮
地
「
こ
れ
、
少
な
く
て
悪
い
け
ど
」 

高
田
「…

…

」 

宮
地
「
あ
い
つ
は
あ
あ
言
っ
て
る
け
ど
、
や
っ
ぱ
り 
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な
。
変
な
噂
も
流
れ
ち
ま
っ
た
し
な…

…

」 

高
田
「
い
え
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」 

宮
地
「
残
念
だ
よ
」 

高
田
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
間
取
り
図
を
取
り
出

し
て
、
テ
ー
ブ
ル
に
置
く
。 

高
田
「
い
ろ
い
ろ
良
く
し
て
も
ら
っ
た
の
に
す
み
ま 

せ
ん
で
し
た
。
長
い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」 

高
田
、
深
く
頭
を
下
げ
る
。
宮
地
、
高
田
の

肩
を
叩
き
、
立
ち
去
る
。 

美
子
の
声
「
ど
う
し
て
よ
！
？ 
な
ん
で
、
辞
め
さ 

せ
た
り
す
る
の
よ
！
？
」 

高
田
、
茶
封
筒
を
持
っ
て
立
ち
上
が
る
。 

 

○

道
の
駅 

駐
車
場
（
夕
） 

 
 

 

高
田
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い

る
。 

○

同 

車
内
（
夕
） 

高
田
、
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
。 

 

○

（
イ
メ
ー
ジ
）
海
の
中 
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海
に
沈
ん
で
い
く
夏
美
。
高
田
、
手
を
伸
ば

す
が
届
か
な
い
。
夏
美
、
ど
ん
ど
ん
海
の
底

へ
沈
ん
で
い
く
。 

 

○

（
イ
メ
ー
ジ
）
学
校 

体
育
館 

中
（
朝
） 

高
田
、
出
入
り
口
に
立
っ
て
い
る
。 

床
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
広
げ
ら
れ
、
毛
布
や

ビ
ニ
ー
ル
に
包
ま
っ
た
遺
体
が
並
べ
ら
れ
て

い
る
。 

人
々
が
、
遺
体
の
顔
を
確
認
し
て
い
る
。 

高
田
、
一
人
の
遺
体
の
前
で
立
ち
止
ま
る
。 

毛
布
か
ら
出
て
い
る
細
い
足
。 

高
田
、
震
え
る
手
で
毛
布
を
触
る
。
高
田
、

そ
っ
と
毛
布
を
は
ぐ
。 

 

○

道
の
駅 

駐
車
場
（
夜
） 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
車
内
。 

汗
だ
く
の
高
田
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
身
を
起
こ

す
。
高
田
、
肩
で
息
を
し
て
い
る
。
高
田
、

棚
の
上
の
夏
美
の
写
真
を
見
つ
め
る
。 
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〇
山 

道 

車
内 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。
高

田
、
運
転
席
に
座
っ
て
い
る
。
高
田
、
腕
時

計
を
見
つ
め
る
。
高
田
、
車
の
外
に
出
る
。 

 

○

同 

道 街
全
体
が
見
渡
せ
る
。
高
田
、
じ
っ
と
街
を

見
つ
め
る
。
街
中
に
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
声

が
響
く
。 

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
１
２
年
前
、
未
曽
有
の
大
震
災
が
起 

こ
り
ま
し
た
」 

 

○

街 

道 路
肩
に
車
が
停
車
し
、
人
々
が
降
り
て
来
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
こ
の
震
災
に
よ
り
か
け
が
え
の
な
い 

多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
」 

人
々
が
、
空
に
向
か
っ
て
合
掌
す
る
。 

 

○

海 

船
着
き
場 

船
に
乗
っ
て
い
る
漁
師
達
、
じ
っ
と
海
を
見
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つ
め
て
い
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
こ
の
震
災
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た 

全
て
の
方
々
に
対
し
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
」 

漁
師
達
、
合
掌
す
る
。 

 

○

山 

道 高
田
、
じ
っ
と
街
を
見
つ
め
て
い
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
ま
も
な
く
、
震
災
発
生
時
の
時
刻
と 

な
り
ま
す
。
（
電
子
音
）
黙
祷
」 

高
田
、
合
掌
す
る
。
次
第
に
肩
が
震
え
、
嗚

咽
し
な
が
ら
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
ド
ア
を

開
け
て
乗
り
込
む
。 

 

○

同 

車
内 

高
田
、
床
に
う
ず
く
ま
る
。
高
田
、
夏
美
の

写
真
を
胸
に
抱
く
。 

高
田
「
ご
め
ん
な
、
夏
美…

…

。
ご
め
ん…

…

。
守 

っ
て
や
れ
な
く
て
、
ご
め
ん
」 

高
田
、
床
を
拳
で
叩
き
、
声
を
殺
し
て
泣
く
。 
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○

河
川
敷
（
夜
） 

段
ボ
ー
ル
を
敷
い
て
寝
転
ん
で
い
る
ホ
ー
ム

レ
ス
達
が
い
る
。
隅
に
、
高
田
の
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

 

○

同 

車
内
（
夜
） 

ゴ
ミ
で
散
ら
か
っ
た
車
内
。
髭
が
伸
び
た
高

田
。
高
田
、
食
器
棚
か
ら
食
器
を
取
り
出
し
、

段
ボ
ー
ル
に
詰
め
て
い
る
。 

高
田
、
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
を
持
ち
上
げ
る
。
中

の
タ
オ
ル
や
毛
布
を
取
り
出
し
、
段
ボ
ー
ル

に
詰
め
る
。
高
田
、
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
じ

っ
と
見
つ
め
る
。 

高
田
、
た
め
息
を
つ
い
て
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
を

元
に
戻
す
。 

 

○

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

全
景
（
朝
） 

ま
だ
薄
暗
い
空
。
大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
。
車
の
無
い
駐
車
場
。 
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○

同 

店
内 

廊
下
（
朝
） 

オ
ー
プ
ン
前
の
人
気
の
無
い
店
内
。
制
服
を

着
た
高
田
を
始
め
、
数
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
が

掃
除
を
し
て
い
る
。 

高
田
、
掃
除
機
を
か
け
て
い
る
。
床
に
ゴ
ミ

が
落
ち
て
い
る
。
高
田
、
拾
う
。
映
画
の
チ

ラ
シ
。
「
花
言
葉
の
約
束
」
と
書
か
れ
て
い

る
。 

 

○

同 

映
画
館 

前 

家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
で
賑
わ
っ
て
い
る
。 

 

○

同 

チ
ケ
ッ
ト
売
り
場 

高
田
、
店
員
の
い
る
カ
ウ
ン
タ
ー
の
前
に
立

っ
て
い
る
。
高
田
、
「
花
言
葉
の
約
束
」
と

書
か
れ
た
パ
ネ
ル
を
指
差
す
。 

高
田
「
こ
れ
、
大
人
一
枚
」 

店
員
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

1,90
0

円
で
す
」 

高
田
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
く
し
ゃ
く
し
ゃ
の
お

札
を
取
り
出
し
、
支
払
う
。 



 

92 
第 26回函館イルミナシオン シナリオ大賞 最終候補作品『翼』 桐乃さち 

○

同 

シ
ア
タ
ー 

中 

若
い
カ
ッ
プ
ル
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
座
っ
て
い
る
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
画
が
映
っ
て
い
る
。
高
校

生
の
カ
ッ
プ
ル
が
告
白
し
た
り
、
抱
き
合
っ

た
り
、
花
束
を
渡
し
た
り
し
て
い
る
。 

高
田
、
ぼ
ん
や
り
と
画
面
を
見
て
い
る
。
高

田
、
隣
の
空
席
を
見
つ
め
る
。 

一
瞬
、
美
緒
の
姿
が
浮
か
ぶ
。 

高
田
の
目
か
ら
涙
が
溢
れ
る
。 

 

○

裁
判
所 

法
廷 

小
さ
な
法
廷
。
高
田
、
被
告
人
席
に
立
っ
て

い
る
。
裁
判
官
、
野
田
、
検
事
等
が
座
っ
て

い
る
。 

裁
判
官
「
懲
役
１
年
。
執
行
猶
予
３
年
と
す
る
」 

高
田
、
俯
い
て
目
を
瞑
る
。 

 

○

同 

前 高
田
と
野
田
、
歩
い
て
い
る
。 

高
田
「
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 
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野
田
「
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
い
つ
で
も 

お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
」 

高
田
「
あ
の…

…

」 

野
田
「
伊
藤
さ
ん
の
事
で
す
か
」 

高
田
「…

…

」 
野
田
、
眉
を
寄
せ
る
。 

野
田
「
な
か
な
か
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
み
た
い
で 

す
ね
。
お
母
様
も
亡
く
な
っ
て
、
お
一
人
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
み
た
い
で
す
し
」 

高
田
「…

…

も
し
刑
務
所
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、 

子
供
は
、
ど
う
な
る
ん
で
す
か
？
」 

野
田
「
お
身
内
が
誰
も
引
き
取
ら
な
い
と
な
る
と
、 

施
設
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
」 

高
田
「
面
会
は
、
難
し
い
で
す
か
？
」 

野
田
「
裁
判
が
終
わ
る
ま
で
は
」 

高
田
、
俯
い
て
唇
を
噛
み
締
め
る
。 

野
田
「
お
手
紙
で
し
た
ら
、
お
届
け
出
来
る
と
思
い 

ま
す
よ
」 

高
田
、
は
っ
と
し
て
野
田
を
見
る
。 
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○

道 

高
田
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
走
っ
て
い
る
。 

 
○

同 

車
内 

高
田
、
じ
っ
と
前
を
見
つ
め
て
運
転
し
て
い

る
。
「
富
岡
町 

25
km

」
の
看
板
。 

高
田
の
額
に
汗
が
に
じ
む
。 

 

○

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）
海 

大
き
な
津
波
が
来
て
い
る
。 

 

○

道 

車
内 

高
田
、
運
転
し
て
い
る
。
肩
で
息
を
し
て
い

る
。 

道
の
脇
に
は
「
復
興
の
町 

富
岡
町
」
と
書

か
れ
て
い
る
。 

 

○

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）
海
沿
い
の
街 

津
波
か
ら
逃
げ
惑
う
人
々
。 
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○

道 

車
内 

高
田
、
運
転
し
て
い
る
。 

「
が
ん
ば
れ
！
富
岡
町
」
と
書
か
れ
た
看
板
。

高
田
、
ハ
ン
ド
ル
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
締
め
る
。 

 

○

海 

砂
浜 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

花
束
を
持
っ
た
高
田
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て

い
る
。 

高
田
「
久
し
ぶ
り
だ
な
」 

高
田
、
海
を
見
つ
め
る
。 

高
田
「
花
な
ん
て
、
買
っ
た
こ
と
な
か
っ
た
よ
な
」 

高
田
、
辛
そ
う
に
海
を
見
つ
め
る
。 

高
田
「
俺
は
お
前
と
ず
っ
と
、
一
緒
に
い
た
か
っ
た 

よ
。
助
け
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
、
ご
め
ん
な
」 

高
田
、
花
束
を
海
に
そ
っ
と
浮
か
べ
る
。 

高
田
「
忘
れ
な
い
よ
。
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
前 

に
進
も
う
と
思
う
ん
だ
」 

花
束
が
波
に
乗
り
、
沖
合
に
流
さ
れ
て
行
く
。 

高
田
、
花
束
が
消
え
て
見
え
な
く
な
る
ま
で
、
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見
つ
め
続
け
る
。 

 

○

本
屋 

文
具
売
り
場 

高
田
、
真
剣
に
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
を
選
ん
で
い

る
。 

 

○

道
の
駅 

駐
車
場
（
夕
） 

高
田
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い

る
。 

 

○

同 

車
内
（
夕
） 

高
田
、
机
で
便
箋
に
文
字
を
書
い
て
い
る
。

机
に
は
小
さ
な
花
瓶
に
花
が
飾
っ
て
あ
る
。 

高
田
の
声
「
弁
護
士
の
先
生
が
、
手
紙
を
届
け
る
と 

言
っ
て
く
れ
た
か
ら
書
い
て
い
ま
す
。
あ
ん
ま
り

体
調
が
良
く
な
い
と
聞
い
た
け
ど…

…

」 

 ○

病
院 

病
室 

前
（
夕
） 

刑
務
官
が
立
っ
て
い
る
。 
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○

同 

病
室 

中
（
夕
） 

個
室
。
美
緒
、
ベ
ッ
ド
に
寝
て
窓
の
外
を
見

て
い
る
。
痩
せ
て
、
生
気
の
無
い
顔
。 

高
田
の
声
「
あ
の
時
、
『
私
を
奥
さ
ん
に
重
ね
て
い 

る
だ
け
』
と
言
わ
れ
た
時
、
ず
っ
と
君
を
妻
に
重

ね
て
い
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
」 

美
緒
、
お
腹
を
さ
す
っ
て
い
る
。 

 

○

道
の
駅 

駐
車
場 

車
内
（
夕
） 

高
田
、
机
に
向
か
い
、
便
箋
に
文
字
を
書
い

て
い
る
。 

高
田
の
声
「
だ
け
ど
今
は
、
妻
の
代
わ
り
じ
ゃ
な
く
、 

美
緒
と
一
緒
に
い
た
い
と
思
っ
て
る
。
今
は
辛
い

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
待
っ
て
い
る
か
ら…

…

」 

高
田
、
手
を
止
め
る
。
高
田
、
便
箋
を
丸
め

て
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
。 

高
田
、
花
瓶
に
差
し
た
花
を
一
本
手
に
取
り
、

見
つ
め
る
。
高
田
、
新
し
い
便
箋
を
出
し
て

文
字
を
書
き
始
め
る
。 
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○

病
院 

病
室 

中
（
朝
） 

美
緒
、
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
い
る
。
手
つ

か
ず
の
朝
食
が
置
い
て
あ
る
。
刑
務
官
が
や

っ
て
来
る
。 

刑
務
官
「
伊
藤
さ
ん
。
手
紙
が
来
て
る
わ
よ
」 

刑
務
官
が
手
紙
を
差
し
出
す
が
、
美
緒
は
受

け
取
ら
な
い
。 

刑
務
官
、
た
め
息
を
つ
い
て
テ
ー
ブ
ル
に
手

紙
を
置
き
、
出
て
行
く
。 

美
緒
、
う
つ
ろ
な
目
で
封
筒
を
見
る
。
差
出

人
に
「
高
田
信
司
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

美
緒
、
慌
て
て
封
筒
を
開
け
る
。 

便
箋
が
一
枚
出
て
来
る
。 

「
伊
藤
美
緒
様 

子
供
の
名
前
を
教
え
て
下

さ
い
。
必
ず
、
会
い
に
行
き
ま
す
。 

高
田

信
司
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

押
し
花
が
一
輪
、
貼
り
付
け
て
あ
る
。 

美
緒
の
目
に
涙
が
溜
ま
る
。 

美
緒
、
箸
を
取
り
、
泣
き
な
が
ら
ご
飯
を
食

べ
始
め
る
。 
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○

河
川
敷 

全
景 

大
き
な
川
。
桜
が
満
開
。 

 
○

刑
務
所 

全
景
（
夕
） 

高
い
塀
に
囲
ま
れ
た
、
厳
め
し
い
建
物
。 

 

○

同 

共
同
室
（
夕
） 

部
屋
の
隅
に
ト
イ
レ
や
洗
面
所
が
あ
る
質
素

な
部
屋
。
鉄
格
子
の
は
ま
っ
た
、
小
さ
な
窓

が
あ
る
。 

何
人
か
の
女
性
囚
人
が
、
思
い
思
い
に
過
ご

し
て
い
る
。 

美
緒
、
部
屋
の
隅
で
手
紙
を
読
ん
で
い
る
。

手
紙
に
は
、
全
て
押
し
花
が
貼
り
付
け
ら
れ

て
い
る
。 

美
緒
の
お
腹
、
大
き
く
な
っ
て
い
る
。 

美
緒
、
立
ち
上
が
り
、
窓
の
外
を
見
つ
め
る
。

夕
日
の
中
、
鳥
が
飛
ん
で
い
る
。 

美
緒
、
目
を
細
め
て
鳥
を
見
つ
め
る
。 

美
緒
、
お
腹
を
さ
す
る
。
美
緒
、
「
つ
ば
さ
」
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と
、
三
文
字
の
手
話
を
作
る
。 

 

○

海 

砂
浜
（
夕
） 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

夕
日
に
染
ま
っ
た
赤
い
海
。 

空
に
鳥
が
飛
ん
で
い
る
。 

高
田
、
鳥
を
見
つ
め
て
い
る
。 

高
田
、
「
つ
ば
さ
」
と
、
三
文
字
の
手
話
を

作
る
。
高
田
、
飛
ん
で
い
く
鳥
を
見
つ
め
る
。 

 

〇
空
（
夕
） 

 
 

 

鳥
が
ど
こ
ま
で
も
自
由
に
飛
ん
で
い
く
。 

 

〇
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
「
翼
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

了 


